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2広報はまだ：平成20年１月１日号

新 

年 

の 

あ 

い 

さ 

つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
二
十
年
の
輝
か
し

い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
島
根
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
開
票
作

業
の
大
幅
な
遅
れ
や
収
納
嘱
託
職
員
に
よ
る
わ
い

せ
つ
行
為
な
ど
の
問
題
が
相
次
い
で
発
生
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
大
き
く
損
な
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
改
め
て
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
二
度
と
起
き
な

い
よ
う
、
一
層
の
綱
紀
粛
正
の
徹
底
を
図
り
、
皆

さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
推
進
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

浜
田
市
名
誉
市
民
の
竹
本
正
男
先
生
と
中
村
寛

先
生
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
浜
田
市
の

発
展
の
た
め
、
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
に
は
、
竹
本
正
男
先
生
の
ご
功
績
を

称
え
、
島
根
県
立
体
育
館
の
愛
称
を
「
竹
本
正
男

ア
リ
ー
ナ
」
と
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と

し
て
、
浜
田
市
の
体
操
競
技
が
ま
す
ま
す
発
展
す

る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
村
寛

先
生
が
遺
さ
れ
た
奨
学
基
金
の
一
層
の
活
用
を
図

り
、浜
田
市
教
育
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
浜
田
市
が
誕
生
し
て
三
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

本
年
十
月
に
は
、
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー
が
開
所
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
島

根
県
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
各
種

取
り
組
み
を
全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
網
の
整
備
も
順
調
に
進
ん

で
お
り
、
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
新
築
事
業
及

び
浜
田
駅
北
地
区
整
備
事
業
も
本
格
的
に
動
き
出

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
主
要
事
業
へ
の
取
り
組

み
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
「
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
自
治
区
制
度

を
ベ
ー
ス
に
市
政
の
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
尽
力

致
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
石
見
銀
山
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
、

ま
た
、
し
ま
ね
海
洋
館
「
ア
ク
ア
ス
」
の
シ
ロ
イ

ル
カ
三
頭
に
よ
る
「
幸
せ
の
バ
ブ
ル
リ
ン
グ
」
な

ど
に
よ
り
、
浜
田
市
内
の
観
光
客
数
が
大
き
く
増

加
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
石
見
地
域
の
行
政
、

関
係
団
体
が
一
体
と
な
り
、「
な
つ
か
し
の
国 

石

見
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
新
監
督
に

梨
田
昌
孝
氏
が
、
コ
ー
チ
に
清
水
雅
治
氏
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
一
を
目
指
し
、
が
ん
ば
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
佐
々
岡
真
司
投
手

が
見
事
な
成
績
を
残
し
、
十
八
年
間
の
現
役
生
活

を
終
え
ら
れ
、
引
退
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
、
プ
ロ
野
球
界
の
発
展
の
た
め
、
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
浜
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工
、

こ
ん
や
ま
ち
広
場
・
新
三
重
橋
完
成
、
高
機
能
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
稼
動
、
農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

開
設
、
移
動
図
書
館
車
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
市
民
生

活
に
密
着
し
た
社
会
基
盤
の
整
備
に
も
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
制
定
さ
れ
た
自
治
体
財
政
健
全
化
法
、
ま

た
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
交
付
税
の
削
減
な

ど
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
層
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
行
財
政
改
革
の
さ

ら
な
る
推
進
な
ど
に
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
に

努
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
本
当
に
住
み
良

い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
り
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

浜

田

市

長

宇

津

徹

男



3 広報はまだ：平成20年１月１日号

新 

年 

の 

あ 

い 

さ 

つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
し
い
浜
田
市
が
誕
生
し
三
年
目
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
市
民
の
目
線
で
浜
田
市
政
の
推
進

と
議
会
の
活
性
化
の
た
め
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
浜
田
市
議
会
に

対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
浜
田
市
出
身
で
、
浜
田
市
の
名
誉
市

民
で
あ
り
ま
し
た
中
村
寛
先
生
、
そ
し
て
竹
本
正

男
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
浜
田
市
の
発
展
の
た
め
、
そ
し
て
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
楽
し
み
に
、
多
く
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
二
人
の

ご
意
志
と
ご
功
績
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
浜

田
市
の
発
展
に
継
承
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
本
年
は
、
旭
町
に
待
望
の
島
根
あ
さ
ひ

社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
す
。
人
口

の
増
加
を
見
込
み
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

施
設
と
し
て
と
ら
え
、
環
境
の
整
備
を
進
め
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
併
せ
て
人
権
意
識
の

高
揚
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、

病
院
建
築
が
始
ま
り
、
浜
田
駅
周
辺
の
整
備
も
本

格
的
に
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

浜
田
市
の
財
政
状
況
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革

に
よ
り
交
付
税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
大
変
厳
し

い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

国
は
、
昨
年
末
に
自
治
体
財
政
健
全
化
法
に
基

づ
き
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
判
断
す
る
新
し
い

指
標
を
示
し
ま
し
た
が
、こ
れ
に
よ
り
浜
田
市
は
、

財
政
再
建
団
体
を
回
避
す
る
た
め
に
、
更
に
健
全

財
政
に
向
け
た
推
進
の
た
め
効
果
的
な
運
営
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
方
分
権
が
進
展
す
る
中
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
英
知
を

結
集
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
行
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

当
市
議
会
は
、
市
民
に
開
か
れ
た
日
本
一
の
議

会
を
め
ざ
し
改
革
を
進
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
更
な
る
監
視

機
能
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

浜
田
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
議
会
の
果

た
す
役
割
と
責
任
を
十
分
自
覚
し
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
い
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
す
る
と
と

も
に
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

浜
田
市
議
会
議
長

牛   

尾　

   　

 

昭



広報はまだ：平成20年１月１日号 44

平成19年   浜田市
     10大  ニュース

しまね海洋館アクアス入館者数400万人達成（3月）
シロイルカ3頭同時のバブルリング公開（7月）

　平成12年４月に開館したアクアスは、
３月４日で入館者数が400万人に達しまし
た。７月21日にはシロイルカ３頭同時の
「幸せのバブルリング」®パフォーマンスを
初披露しました。

ふるさと体験村のどぶろく「弥
いや

盛
しろ

」が全国ど
ぶろくコンテストで最優秀賞を受賞（2月）

　岩手県雫石町で開催され
た全国どぶろくコンテスト
において「ふるさと体験村」
を運営するふるさと弥栄振
興公社の「弥

いや

盛
しろ

」が味や香
りなどのバランスが評価さ
れ「濃醇の部」で最優秀賞
に輝きました。

市立浜田学校給食センター竣工（3月）

　浜田市立浜田学校給食センターが浜田水産加工
団地内に移転新築し、３月24日竣工式を行いまし
た。同センターは、一日5000食の調理能力を備え、
浜田自治区の全19小中学校に配食しています。

浜田自動車道金城スマートイン
ターチェンジ（ETC専用出入口）本
格設置決定（4月）

　PR活動や利用促進が実り、４月１日から「金
城スマートインターチェンジ」が本格設置さ
れました。観光客の入り込みの増加や各種産
業への効果が期待されます。

県知事選挙開票作
業遅れる（４月）
収納嘱託職員の逮
捕事件（11月）

　４月８日に実施した島根県知事選挙の開
票作業において大幅な遅れが生じたことか
ら、徹底した事務の見直しを行い、次の参
議院議員選挙では、正確、迅速な開票作業
実現のために浜田市選挙事務実施本部を設
置し、執行しました。

島根あさひ社会復帰促進センター　建設工事着工（6月）

　平成　20年10月に開所する、官民協
働の運　営による刑務所「島根あさひ
社会復　帰促進センター」の本体工事
が６月　14日から始まりました。

映画「天然コケッコー」全国公　開（7月）

　平成18年に石見地方を
舞台に撮影された映画「天
然コケッコー」が７月に
全国公開されました。
　それに先がけ７月７日
に、石央文化ホールにおい
て試写会が行われました。

明るい話題 陸上競技の全国大
会で小学生が活躍

社会科学部門　最優秀賞
浜田高校

郷土芸能部門　優良賞
浜田水産高校

５年男子100m
優勝 住田雅之君
（雲雀丘小）

男子走幅跳
３位 市木智也君
（井野小）

第31回全国高等学校
総合文化祭（浜田市開催）



広報はまだ：平成20年１月１日号5

平成19年   浜田市
     10大  ニュース

浜田港
賑わう

南極観測船「しらせ」6年ぶり2度目の寄港（9月）
貿易総額過去最高額を更新

　９月14日～17日に浜田港福井埠頭
に、南極観測船「しらせ」が寄港し
ました。期間中は、11,580人の来船
者で賑わいました。南極観測船「し
らせ」は、11月14日に南極に向けて
の最後の航海に出ました。

　浜田港では、好調なロシアへの中
古自動車の輸出や木材の輸入などに
加え、コンテナ貨物も大幅に伸びて
おり、平成19年10月末時点で、貿易
額が170億円を超え過去最高であった
平成18年の133億円を大きく更新しま
した。

高機能消防指令セン
ター稼動（4月）

　浜田市消防本部では、平成19年４月
から、火災・救急などの災害通報の受
信、災害地点の特定、出動隊の編成及
び指令、支援情報の提供、関係機関へ
の連絡等を一元的に処理する、高機能
消防指令センターが稼動しました。

北海道日本ハムファイターズの来季新監督に梨田昌
孝氏が、コーチに清水雅治氏が就任決定（10月）
佐々岡真司投手(広島東洋カープ)が見事な成績を残
し18年間のプロ野球現役を引退（11月）

清水雅治  新コーチ 梨田昌孝  新監督 佐々岡真司  投手

島根あさひ社会復帰促進センター　建設工事着工（6月）

　平成　20年10月に開所する、官民協
働の運　営による刑務所「島根あさひ
社会復　帰促進センター」の本体工事
が６月　14日から始まりました。

映画「天然コケッコー」全国公　開（7月）

（（C）2007「天然コケッコー」製作委員会）

中村 寛氏 逝去（4月）

　６月23日、故人を偲び浜田市市
葬を挙行しました。

竹本正男氏 逝去（2月）

　11月10日、故人の偉大な業績をた
たえ、島根県立体育館に「竹本正男
アリーナ」の愛称を制定しました。

浜田市名誉市民



6広報はまだ：平成20年１月１日号

届 出

給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　約5,000万件の未統合記録と基礎年金番号
で管理されている記録との名寄せ（氏名、性
別および生年月日の突き合わせ）などを行い、
その結果、記録同士が結びつくと推定される
人については、平成19年12月以降、順次、加
入期間および加入履歴を記載した「ねんきん
特別便」を送付していきます。
　「ねんきん特別便」は、現在、社会保険庁
で管理している記録に基づいて作成します。

現在の住所に変わった届出がされていな
い場合は・・・
　社会保険庁に届けている住所が現住所と
違っている人の元には「ねんきん特別便」を
届けることができません。
　住所の訂正（変更）は、自分で手続きをす
る必要がありますので、下記のいずれかの窓
口へ申し出をお願いします。
・年金を受給されている人は、浜田社会保険
事務所

・国民年金に加入中の人は、本庁地域福祉課
（各支所市民福祉課、三隅支所は市民課）
・厚生年金に加入中の人やその配偶者（被扶
養者）の人は、お勤めの会社など

◎　現在登録されている住所は
「年金ダイヤル：０５７０⑤１１６５」で確
認できます。（ＩＰ電話、ＰＨＳからは③
６７００－１１６５）
問い合わせ先　浜田社会保険事務所
　（☎㉒０６７３）

大切な年金記録をお届けします。
住所変更はありませんか？

報
告
書
は
、
支
払
金
額
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
、
１
月
１
日
現
在
市

内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
受
給

者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

を
含
む
）
に
つ
い
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
提
出
す
る
際
は
、
市
か

ら
12
月
初
め
に
送
付
し
た
総
括
表

を
必
ず
添
付
し
、
同
封
の
仕
切
り

紙
に
よ
り
、

・
特
別
徴
収
（
給
与
か
ら
住
民
税

を
天
引
き
す
る
方
法
）

・
普
通
徴
収
（
住
民
税
を
自
分
で

納
付
す
る
方
法
）

を
区
分
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

混
雑
を
避
け
る
た
め
早
め
の
提

出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

受
給
者
の
住
所
所
在
地

（
１
月
１
日
現
在
）
の
市
町
村

提
出
書
類

①
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）

②
給
与
支
払
報
告
書（
個
人
別
明

細
書
・
受
給
者
１
人
に
つ
き
２

枚
）

③
仕
切
り
紙
（
特
別
徴
収
用
・
普

通
徴
収
用
）

※　

各
種
用
紙
が
な
い
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税

係
（
☎
本
庁
内
線
２
３
２
、
２

３
５
）

十
分
に
発
揮
し
て
地
域
で
い
き
い

き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　

県
内
の
女
性
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・

グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む

ね
10
人
以
上
で
、
そ
の
半
数
以

上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安

と
な
り
ま
す
）

対
象
事
業　

平
成
20
年
４
月
１
日

〜
平
成
21
年
３
月
31
日
に
実
施

さ
れ
る
次
の
事
業

１　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

２　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

３　

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

４　

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　

　

１
件
あ
た
り
１
万
〜
50
万
円

助
成
決
定　

３
月

募
集
締
切
日　

１
月
31
日
㈭

　
（
当
日
消
印
有
効
）

※　

申
請
用
紙
は
本
庁
企
画
課
、

各
支
所
自
治
振
興
課
（
弥
栄
支

所
は
総
務
課
）に
も
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

㈶
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
内
公

益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

事
務
局
（
☎
０
８
５
４
84
５
５

１
４
、
FAX
０
８
５
４
84
５
５
８

９
）

出初式

平
成
20
年
消
防
出
初
め
式

浜
田
自
治
区
消
防
隊

日
時　

１
月
６
日
㈰　

午
前
９
時
〜

場
所　

東
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場

　
（
荒
天
時　

第
１
中
学
校
）

放
水　

市
役
所
本
庁
裏
浜
田
川

金
城
自
治
区
消
防
隊　

日
時　

１
月
５
日
㈯　

午
前
10
時
〜

場
所　

雲
城
小
学
校
校
庭
（
荒
天

時　

ふ
れ
あ
い
ジ
ム
か
な
ぎ
）

放
水　

今
田
地
内
浜
田
川

旭
自
治
区
消
防
隊

日
時　

１
月
５
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　

今
市
小
学
校
校
庭

　
（
荒
天
時　

旭
市
民
体
育
館
）

放
水　

今
市
小
学
校
前
家
古
屋
川

弥
栄
自
治
区
消
防
隊

日
時　

１
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
〜

場
所　

弥
栄
町
運
動
広
場

　
（
荒
天
時　

弥
栄
会
館
）

放
水　

弥
栄
会
館
前
三
隅
川

三
隅
自
治
区
消
防
隊

日
時　

１
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　

三
隅
中
央
公
園

　
（
荒
天
時
三
隅
中
学
校
）

放
水　

天
満
橋
上
流
三
隅
川

問
い
合
わ
せ
先

　

市
消
防
本
部
警
防
課
消
防
係

　
（
☎
㉒
０
１
１
９
）

募 集

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
」
平
成
20
年

度
前
期
助
成
事
業

　

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
期
限

は
１
月
31
日
㈭
で
す
。
給
与
支
払

　

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

おめでとうございます

田中　啓治 さん
（81歳・三隅町古市場）

○監査事務功労

総
務
大
臣
表
彰水﨑　　  さん

（82歳・金城町入野）
○監査事務功労
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前
回
は
、
中
ノ
門
を
く
ぐ
り
、

登
城
道
に
つ
い
て
ふ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
、
花
見
で
賑
わ
う

広
場
の
焔
硝
蔵
と
桜
、
浜
田
県
庁

の
門
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

焔え
ん
し
ょ
う
ぐ
ら

硝
蔵

　

現
在
の
花
見
の
広
場
に
は
、
火

薬
を
保
管
し
た
焔
硝
蔵
が
建
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
焔
硝
蔵
は
広
場

の
ほ
ぼ
中
央
に
建
て
ら
れ
、
安
全

の
た
め
に
他
に
建
物
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
１
８
６
６

年
、
第
２
次
長
州
征
伐
で
浜
田
城

は
自
焼
退
城
と
な
り
、
焔
硝
蔵
は

浜
田
藩
に
よ
っ
て
大
音
響
と
と
も

に
爆
破
さ
れ
ま
し
た
。

花
見
の
名
所　

　

浜
田
城
が
、
花
見
の
名
所
と

な
っ
た
の
は
、
明
治
34
年
に
浜
田

城
が
「
亀
山
遊
園
」
と
し
て
公
開

さ
れ
た
以
降
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

浜
田
に
は
大
正
時
代
以
前
か
ら
、

旧
節
句
（
４
月
３
日
）
に
花
見
を

す
る
習
慣
が
あ
り
、
昭
和
13
年
頃

に
、
現
在
の
護
国
神
社
の
周
辺
で

花
見
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
初
代
浜
田
市
長　

山
崎
義

一
氏
以
降
に
、
桜
の
植
栽
が
進
め

ら
れ
、
昭
和
30
年
頃
に
は
、
現
在

の
場
所
が
花
見
の
中
心
と
な
り
、

花
見
処
と
し
て
40
本
の
桜
と
と
も

に
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
、
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

浜
田
県
庁
の
門

　

護
国
神
社
後
側
に
位
置
す
る
こ

の
門
は
、
浜
田
城
ゆ
か
り
の
門
で

は
な
く
、
ま
た
置
か
れ
て
い
る
場

所
も
本
来
は
門
の
な
い
所
で
す
。

　

こ
の
門
は
、
元
々
は
津
和
野
藩

庁
の
門
で
し
た
が
、
明
治
３
年
の

浜
田
県
設
置
に
と
も
な
い
、
そ
の

県
庁
舎
と
し
て
、
明
治
４
年
に
門

を
含
む
建
物
（
大
広
間
）
と
と
も

に
、
現
在
の
浜
田
郵
便
局
の
地
に

移
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、

浜
田
県
は
島
根
県
と
な
り
、
こ
の

門
と
建
物
は
、
那
賀
郡
役
所
、
那

賀
地
方
事
務
所
と
い
っ
た
県
施
設

な
ど
と
し
て
活
用
さ
れ
、
昭
和
41

年
に
現
在
の
浜
田
合
同
庁
舎
が
片

「
浜
田
城
」

　
歴
史
の
散
歩
道

　
　
　
　
　
　
そ
の
5

庭
町
に
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
明

治
・
大
正
・
昭
和
の
地
方
政
治
を

見
つ
め
続
け
て
き
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
津
和
野
藩
庁
の
門
と
し

て
も
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭

和
42
年
に
島
根
県
か
ら
浜
田
市
に

譲
渡
さ
れ
て
現
在
の
位
置
に
移
築

さ
れ
、
市
民
に
馴
染
み
深
い
門
と

し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
門
の
手
前
側
に
は
、

大
衆
文
学
の
巨
匠
と
さ
れ
る
司
馬

遼
太
郎
氏
の
碑
文
「
浜
田
城
」
が

あ
り
、
石
見
人
気
質
と
浜
田
城
の

歴
史
や
文
化
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

さ
て
、
次
回
の
歴
史
の
散
歩
道

は
、
登
城
道
を
た
ど
り
な
が
ら
、

二
ノ
門
か
ら
出
丸
へ
と
散
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。（

文
化
振
興
課
）

現在の浜田県庁の門

旧浜田県庁の門（左手）

広域圏だより
浜田市・江津市

浜田地区広域行政組合
　野原町（☎㉓１４６８）

～環日本海時代を展望した人と地域の個性が輝く生活創造圏域～
除雪時のお願い

　県および市では大雪の際、状況に応じて除
雪作業を行いますので、次のことについて市
民の皆さんの理解と協力をお願いします。
・民家入口などの除雪は各個人で対応してく
ださい。

・路上駐車は除雪作業の妨げになりますので
やめましょう。

・積雪により立竹木の枝が通行の支障となる
場合は、断りなく伐採することがあります。

・国道、県道、市道に設置してある凍結防止
剤は持ち帰らないようにしましょう。
問い合わせ先
県浜田県土整備事務所維持グループ
　　　　　　　　　　　（☎㉙５７３８）
建設整備課維持係（☎本庁内線５７０）
金城支所建設課　　　（☎42１２３４）
旭支所建設課　　　　　（☎45１２３４）
弥栄支所建設課　 　　（☎48２１１３）
三隅支所建設課　　　　（☎32２８００）

介護保険料払込額のお知らせ

　税などの申告において、社会保険料控除を受けるための介護
保険料の納付額がわかるものとして、「介護保険料払込額（お
知らせ）」を１月16日頃に該当者あてに郵送します。ただし、
特別徴収（年金天引き）で保険料を納付されている人は、各年
金保険者から送られてくる「平成19年分　源泉徴収票」に納付
額が記載されていますので、このお知らせはお送りしません。
　なお、障害年金や遺族年金から天引きで納付されていて、源
泉徴収票が交付されない人で納付額がわかるものが必要な場合
には、１月16日以降に、本組合または市役所（健康長寿課・各
支所）で、「介護保険料払込額のお知らせ（税等申告用）」の交
付を受けてください。
※　交付を受ける時には、申請書等の提出が必要です。（印章
は不要ですが、本人確認ができるものの提示を求めることが
あります。）

問い合わせ先　介護保険課（☎㉕１５２０）
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くらしのサービスガイドくらしのサービスガイド

※　相談業務については秘密厳守としています。

内　　容 日　　時 場所（問い合わせ先）

火災のテレホンサービス 随時 ☎㉓４３４３
土砂災害情報テレホンサービス 随時 ☎㉔１５６０

行政・人権相談
毎週水曜日 市本庁１階　市民相談室
１月８日㈫ 午前10時～午後３時 旭　旭センター（行政相談は正午まで）

行政相談
１月16日㈬ 午前９時～正午 金城　老人福祉センター
１月21日㈪ 午前９時～正午 三隅　老人福祉センターみすみ荘

消費生活相談 月～金曜日（火・木曜日　午前10時～
午後３時は専門の消費者相談員が対応）本庁環境課

法
テ
ラ
ス

法トラブルに関する情報提供 月～金曜日　午前９時～午後９時
土曜日　　　午前９時～午後５時

コールセンター（☎０５７０-０７８３
７４）

法律相談（要予約） 月～金曜日　午前９時～午後５時 法テラス浜田
（☎０５０-３３８３-００２６）

法律相談（要予約） 金曜日　午前10時～午後４時
　（要予約）

石見法律相談センター
【本庁田町分室内（☎㉒４５１４）】

交通事故相談所開設
※　交通事故相談員による無料相談
※　弁護士による無料相談
　　（要予約）

火・水・金曜日
午前９時～正午、午後１時～４時

第３水曜日（弁護士による無料相談日）
　午後１時15分～２時45分

いわみーる２階

（予約・連絡先）島根県交通事故相談
所　浜田支所（☎㉔９３４２）
松江本所（☎０８５２㉒５１０２・ FAX
０８５２㉒６５０９）

交通事故に遭われた人の保険金請求に
関する無料相談所（要予約、要面談）

月曜日～金曜日（祝日を除く）
午前９時～正午、午後１時～５時

㈳日本損害保険協会松江自動車保険請
求相談センター
（☎・ FAX０８５２㉔２１６５）

こころの健康相談（要予約） １月９日㈬、２月４日㈪
午後１時30分～３時30分

浜田保健所健康増進グループ（片庭町）
☎㉙５５５０

外国人に関する無料法律相談
※　外国人に関する一般相談もありま

す。

第４水曜日
午後１時～４時
月～金曜日　午前９時～午後５時

しまね国際センター西部支所【熱田
町2135-2浜田ポートセンター内（☎㉔
７４５６）】

第２月曜日（祝祭日の場合は第３月曜
日）　午後１時～４時

市本庁１階　市民相談室
（連絡先）島根県行政書士会事務局（☎
㉒２０７０・ FAX㉒２０７１）

移動図書館　L
ラ 　 ブ

♡VE　B
ッ 　 ク

OOK号　がやって来ます！！
　市民の皆さんに図書館を近くに感じてもらい多く利用してもらうため12月から移動図書館車が巡回しています。
主に小中学校、公民館を巡回します（８コース）。1500冊を乗せ、本の貸出を行いますので、ぜひ利用してください。
・貸出　１人３冊まで　・返却　次回巡回時（約１か月後）
★１月移動図書館車巡回日程表（１月10日～31日）★

問い合わせ先　浜田図書館（☎㉒０４８０）

1月10日 雲城小学校 小国公民館 金城中学校 金城支所前 国府公民館有福分館 宇野小学校
（木） 10:10～ 10:40 11:00～ 11:50 12:50～ 13:30 13:40～ 14:10 14:40～ 15:20 15:30～ 16:10
1月15日 木田小学校 木田生活改善センター 旭センター 旭中学校 旧和田保育所前 今市小学校
（火） 10:00～ 10:40 11:00～ 11:40 12:20～ 12:50 12:55～ 13:30 13:45～ 14:45 15:00～ 16:00
1月17日 和田小学校 市木生活改善センター 市木小学校 都川公民館 佐野小学校
（木） 10:10～ 10:50 11:10～ 12:10 12:55～ 13:35 13:50～ 14:50 15:30～ 16:10
1月22日 岡見小学校 岡見公民館 三隅小学校 三保公民館 白砂公民館
(火） 10:15～ 10:45 11:00～ 12:00 12:50～ 13:40 13:50～ 14:50 15:00～ 16:00

1月24日 井野小学校 井野公民館 三隅中学校 黒沢公民館 三隅公民館
（木） 10:10～ 10:45 11:00～ 12:00 13:00～ 13:35 14:00～ 14:50 15:10～ 16:00
1月29日 井野小学校室谷分校 大麻公民館 美川小学校･第四中学校 美川公民館 美川公民館西分館 バス停下鍋石
(火) 10:10～ 10:50 11:00～ 12:00 12:50～ 13:30 13:40～ 14:20 14:30～ 15:10 15:25～ 16:00

1月31日 弥栄会館 弥栄小学校 杵束公民館 弥栄中学校
（木） 10:00～ 12:00 12:50～ 13:40 13:50～ 15:20 15:30～ 16:00
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教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
意
識

の
高
揚
と
啓
発
に
活
用
す
る
た

め
、
小
・
中
学
校
、
一
般
の
皆
さ

ん
か
ら
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

を
募
集
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ

き
、
い
ず
れ
も
優
れ
た
作
品
で
し

た
が
、
審
査
の
結
果
、
次
の
人
た

ち
の
作
品
を
優
秀
作
品
と
し
て
、

12
月
14
日
㈮
に
浜
田
公
民
館
に
お

い
て
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　

こ
れ
ら
入
賞
作
品
は
、
１
月
18

日
㈮
ま
で
本
庁
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

で
展
示
し
ま
す
。
な
お
、
入
賞
作

品
と
ポ
ス
タ
ー
の
全
応
募
作
品

を
、
２
月
２
日
㈯
か
ら
20
日
㈬
ま

で
、
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館

に
お
い
て
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
入
賞
作
品
は
、
人
権
作
品

集
「
共
に
生
き
る
」
に
ま
と
め
て

発
刊
す
る
ほ
か
、
今
後
の
啓
発
事

業
に
も
活
用
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
② 

　
　

平
成
19
年
度　

浜
田
市
人
権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
決
ま
る

ポ
ス
タ
ー
の
部

☆
最
優
秀
賞

　

三
隅
中
３
年　
　

阿
部　

未
来

☆
優
秀
賞

　

第
一
中
３
年　
　

森
脇　

茉
穂

　

第
一
中
３
年　
　

青
木
茉
里
奈

　

第
一
中
３
年　
　

中
村　

公
俊

　

第
二
中
１
年　
　

塩
満　

美
穂

　

第
二
中
３
年　
　

東
方
絵
利
子

　

第
四
中
２
年　
　

小
川　
　

愛

　

浜
田
東
中
１
年　

竹
中　

彩
海

　

浜
田
東
中
３
年　

原
田　

夏
穂

　

三
隅
中
３
年　
　

池
田　

知
平

作
文
の
部
（
小
学
校
）

☆
最
優
秀
賞

　

国
府
小
６
年　
　

掛
本　

彩
乃

☆
優
秀
賞

　

松
原
小
６
年　
　

龍
河
な
つ
み

　

石
見
小
６
年　
　

山
崎　

健
太

　

周
布
小
６
年　
　

岩
田　

沙
紀

　

有
福
小
５
年　
　

大
﨑　

拓
馬

　

今
市
小
６
年　
　

佐
々
木
達
哉

作
文
の
部
（
中
学
校
）

☆
最
優
秀
賞

　

浜
田
東
中
３
年　

山
﨑　

鈴
奈

☆
優
秀
賞

　

第
一
中
１
年　
　

平
薮　
　

慧

　

第
三
中
２
年　
　

森
脇　

悠
太

　

第
三
中
１
年　

バ
ハ
キ　

フ
ェ

　
　
　
　

ル
ナ
ン
ダ　

ア
リ
ゾ
ノ

　

旭
中
２
年　
　
　

岡
本
も
な
み

　

浜
田
東
中
２
年　

掛
本　

健
太

　

ま
た
、
各
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
次
の
人
た
ち
が
入
選
さ
れ
ま
し

た
。（
以
下
の
入
賞
作
品
は
今
回

の
展
示
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
浜
田

市
分
抜
粋
）

○
島
根
県
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル

【
小
学
校
の
部
】

☆
入
選

　

周
布
小
３
年　
　

矢
部　

康
大

　

石
見
小
５
年　
　

川
神　

五
月

　

石
見
小
５
年　
　

佐
々
木
拓
未

　

周
布
小
５
年　
　

佐
々
木　

舞

　

周
布
小
６
年　
　

小
野
川
真
瑚

【
中
学
校
の
部
】

☆
島
根
県
知
事
賞

　

第
一
中
３
年　
　

床
田　

健
太

☆
島
根
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

第
三
中
２
年　
　

上
田
江
里
子

☆
入
選

　

第
三
中
２
年　
　

金
森
美
紗
子

　

第
四
中
２
年　
　

小
松
原
知
里

　

第
一
中
３
年　
　

山
藤
利
佳
子

　

第
一
中
３
年　
　

原
田
沙
也
加

　

第
二
中
３
年　
　

中
田
誠
一
郎

　

浜
田
東
中
３
年　

岡
田　

香
奈

　

三
隅
中
３
年　
　

當
木　

奈
々

〇
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
島
根
県
大
会

☆
最
優
秀
賞

　

第
四
中
３
年　
　

山
田　

和
菜

☆
佳
作

　

第
二
中
２
年　
　

三
宅　

杏
奈

　

第
二
中
１
年　
　

村
井　

恵
美

　

三
隅
中
２
年　
　

田
中　

詩
子

☆
奨
励
賞

　

第
二
中
３
年　
　

佐
々
本
友
美

　

三
隅
中
１
年　
　

齋
藤　

晴
美

　

第
四
中
２
年　
　

小
川　
　

碧

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
同
和
教
育

啓
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
本
庁
内
線

３
４
５
）

ポスターの部　最優秀賞
　三隅中３年
　　阿部未来さんの作品

標
語
の
部

☆
優
秀
賞　
　
　

標　

語　
　
　
　
　
　
　

住　

所　
　
　
　

氏　

名

も
う
一
度　

よ
く
考
え
て　

そ
の
言
葉 

三
隅
町
東
平
原　

石
田　

一
夫

「
あ
の
人
は
・
・
」
そ
こ
か
ら
始
ま
る　

差
別
の
目 

三
隅
町
東
平
原　

石
田　

孝
之

人
権
を　

守
る
基
本
は　

家
庭
か
ら 

竹
迫
町　
　
　
　

宇
田
山　

博

ひ
と
ご
と
と　

思
う
心
に　

差
別
の
芽 

浅
井
町　
　
　
　

木
村　

文
明

思
い
や
る　

そ
の
一
言
を　

大
切
に 

三
隅
町
折
居　
　

桑
原　

光
男

い
じ
め
な
い　

元
気
勇
気
を　

私
か
ら 

高
佐
町　
　
　
　

佐
々
木
富
士
子

思
い
や
る　

心
で
育
つ　

よ
い
社
会 

日
脚
町　
　
　
　

下
野　

春
子

守
り
ま
す　

あ
な
た
の
人
権　

私
か
ら 

三
隅
町
折
居　
　

永
岡　

恒
雄

助
け
合
い　

守
る
人
権　

生
む
笑
顔 

宇
津
井
町　
　
　

藤
本　

光
生

思
い
や
る　

心
で
差
別
の　

な
い
町
へ 

長
見
町　
　
　
　

須
ヒ
サ
ヨ
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11
月
17
日
㈯
か
ら
11
月
18
日
㈰
の
２
日

間
、
島
根
県
立
大
学
に
お
い
て
、「
官
民

協
働
の
運
営
」「
地
域
と
の
共
生
」「
人

材
の
再
生
」
を
基
本
方
針
に
掲
げ
る
島

根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
正
し

い
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
者
、
法
務
省
・
島
根
県
・
浜
田
市

の
行
政
機
関
、
運
営
会
社
、
地
域
代
表
ら

に
よ
り
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

新
た
な
刑
務
所
の
運
営
に
つ
い
て
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
、
両
日
で
約

１
、０
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

の
皆
さ
ん
か
ら
熱
心
な
質
問
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。

　

民
間
資
金
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備

（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
方
式
に
よ
る
刑
務
所
運
営
に

つ
い
て
、
諸
外
国
の
事
例
や
現
状
、
ま
た

今
年
５
月
に
開
所
し
た
山
口
県
美
祢
市
の

美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
の
状
況
を

踏
ま
え
、「『
島
根
あ
さ
ひ
』
は
世
界
が
注

目
す
る
刑
務
所
で
あ
り
、
官
民
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
、
国
の
要
求
水
準
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
し
っ
か
り
と
監
視
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
国
民
に
理
解
さ

れ
支
え
ら
れ
る
刑
務
所
と
な
る
こ
と
を
願

う
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
を
配
備
し
、
万
全
の
保

安
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
、
安

全
性
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
受
刑
者
の
社
会
復
帰
促
進
に
向
け
て
、

地
域
の
人
材
・
資
源
・
力
を
お
借
り
し
た

い
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
刑
務
所
に
お
け
る
過
剰
収
容
の

実
態
や
刑
務
所
が
新
設
さ
れ
る
に
至
っ
た

背
景
な
ど
の
説
明
の
後
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

整
備
の
状
況
、
施
設
の
特
徴
に
つ
い
て
、

庁
舎
や
受
刑
者
の
収
容
室
な
ど
、
イ
メ
ー

ジ
図
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
石
州
瓦
や

棚
田
風
石
積
み
な
ど
地
域
固
有
の
文
化
を

取
り
入
れ
、
受
刑
者
の
収
容
室
な
ど
も
閉

ざ
さ
れ
た
印
象
を
与
え
な
い
こ
と
な
ど
の

工
夫
を
し
た
点
や
、
塀
の
変
わ
り
に
幾
重

の
フ
ェ
ン
ス
を
設
け
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
監
視
カ

「
地
域
と
の
共
生
」
〜
共
生
か
ら
共
創
へ
〜

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

特
別
講
演

藤
本
哲
也
さ
ん

（
中
央
大
学
法
学
部
教
授
）

事
業
概
要
説
明

手
塚
文
哉
さ
ん
（
法

務
省
広
島
矯
正
管
区
教
頭
）

「
地
域
と
の
共
生
〜
共
生
か
ら
共
創
へ
〜
」

「
特
色
あ
る
矯
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

「
受
刑
者
の
社
会
復
帰
促
進
策
」
の
３
つ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
の
代
表
者
が
、
島
根
あ
さ
ひ

社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
の
開
所
に
伴

う
、
収
容
サ
ー
ビ
ス
、
食
材
調
達
、
新
た

な
雇
用
の
創
出
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
、
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

資
源
の
利
活
用
な
ど
、
刑
務
所
と
地
域
と

の
関
わ
り
、地
域
交
流
、住
民
理
解
な
ど
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
か
ら
は
、
大
学
生
、
市
民

討
論
会

Ｑ　

刑
務
所
か
ら
の
逃
走
は
な
い
の
か
？

構
外
作
業
の
安
全
性
は
？

Ａ
（
国
）
刑
務
所
か
ら
の
逃
走
は
近
年
な

い
。
構
外
作
業
は
仮
出
所
前
の
受
刑
者
を

厳
選
す
る
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
温

か
い
目
で
見
守
っ
て
欲
し
い
。

Ｑ　

出
所
し
た
受
刑
者
の
地
元
で
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て

Ａ
（
市
）
人
権
を
尊
重
し
た
共
生
の
心
が

大
切
。
改
善
更
生
、
就
労
支
援
な
ど
関
係

機
関
と
対
応
し
た
い
。

Ｑ　

新
た
な
産
業
創
出
は
あ
る
の
か
？

Ａ
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
構
外
作
業
に
お
け
る
新
開

団
地
な
ど
の
遊
休
農
地
を
活
か
し
た
農
業

振
興
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
中
。　

　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

に
は
犯
罪
傾
向
の
進
ん
で
い
な
い
男
子
受

刑
者
２
、０
０
０
人
の
ほ
か
、
刑
務
官
と

そ
の
家
族
・
民
間
職
員
な
ど
約
５
０
０
人

の
人
た
ち
が
こ
の
地
で
生
活
を
始
め
ら
れ

ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な
取
り
組
み

に
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
「
地
域
と
共
に
創
る
」
施
設
の
実
現
に

向
け
て
、
ふ
る
さ
と
に
迎
え
る
よ
う
な
、

浜
田
市
民
な
ら
で
は
の
あ
た
た
か
み
の
あ

る
心
を
持
っ
て
、
刑
務
所
と
お
つ
き
あ
い

願
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

会
場
か
ら
の
主
な
質
問
・
回
答

島根あさひ社会復帰促進センター完成予想図

開会あいさつを述べる宇津市長
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ま ち の

　12月３日㈪、本庁一階市民ロビーで盲導犬キャラバン隊の出
発式がありました。同キャラバン隊は市役所本庁を出発地点と
し、盲導犬への理解を深めてもらうことを目的として、中四国
地方をめぐります。
　来年の秋、旭町に完成予定の「島根あさひ社会復帰促進セン
ター」の敷地内に日本盲導犬協会が盲導犬訓練施設を整備する
ことになり、受刑者が矯正の一環として子犬の育成をすること
になっています。
　出発式では宇津市長がアイマスクをして盲導犬の歩行体験を
するなど、三匹の盲導犬によるデモンストレーションも行われ
ました。

盲導犬キャラバン出発式

盲導犬の歩行体験をしている宇津市長

　日本盲導犬協会の職員が、「今から
行ってきます」とあいさつを述べると、
観客から拍手が起こりました。

あいさつを述べる宇津市長 盲導犬と日本盲導犬協会の職員 出発したキャラバン隊

　８月に中国からの中学生を迎え、ホームステイや体験活動を
通じ交流を深めた10人の中学生が、11月３日から７日の日程で、
今度は、訪中団として、石景山区を訪問しました。
　子どもたちは、再会を心待ちにしていた中国の友達から、熱
い歓迎を受け、家族の一員として温かく迎えてもらいました。
　身振り手振りで過ごした生活のなか、中国の習慣や文化を肌
で感じながら、今年開催される北京オリンピックを目指して急
速に発展していくまちの様子、本やテレビでしか見ることので
きなかった壮大な世界遺産を目の当たりにし、たくさんの驚き
と感動をおみやげに元気に帰国しました。

第7次浜田市北京市石景山区生徒国際交流事業

北京市石景山区政府訪問

　今年度、県社会福祉協議会の助成を受けて、美川地区横山町
に農産物加工場「なるなる会」が完成しました。
　秋から、横山上町内の住民の皆さんを中心に、こんにゃくを
作り、市内の行事で販売を行うなど少しずつ活動を始めていま
す。
　12月９日㈰には、地域で育て、収穫した大豆で、豆腐を作り
ながらの地域交流会を開催しました。若い世代に豆腐作りを伝
授しながら、昔話に花が咲く楽しいひとときを過ごし、地域の
輪がひろがった一日でした。

とうふづくりで、地域いきいき交流活動！！

豆腐作成の一場面

はまだはまだ
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わ だ い

　12月８日㈯、今年が第一回目となる「どぶろくの里
　弥栄神楽まつり」が弥栄会館（弥栄町）で開催され
ました。
　観客の目前に設けられたステージでは、地元2社中
による熱のこもった石見神楽が上演されました。
今年の春、宝くじ助成事業により新調された衣装も披
露され、観客から大きな喝采を浴びていました。
　会場では「どぶろく」の販売も行われ、多くの人が
弥栄の「神楽」と「どぶろく」に酔いしれていました。

どぶろくの里「弥栄神楽まつり」

新しい衣装を披露

　12月６日㈭に原井小学校の５年生が「ちくわづくり」に挑戦しま
した。
　これは、「ふるさと教育」の一環として、地域のボランティアの
皆さんや浜田公民館の協力のもと、昨年度から実施されている活動
です。
　子どもたちは、地元で採れた魚をさばくところからはじめ、竹棒
にすり身を巻きつけ、炭火で焼いた「あつあつの手作りちくわ」を
おいしそうにほおばっていました。
　このあつあつのちくわは、２月３日㈰に開催される「ふるさと教
育フェスティバル」においても、来場者の皆さんに味わってもらう
予定になっています。

原井小学校で「ちくわづくり」

おいしくできるかな

はまだはまだ

　全国食生活改善大会が大阪国際会議場で開催され、
浜田市食生活改善推進協議会弥栄支部が栄養改善事業
功労者厚生労働大臣表彰を受賞されました。
　この表彰は地域社会の組織活動によって食生活の改
善を行い、地域住民の明るい健康的な生活習慣の実現
に顕著な功績を収めた地区組織に授与されます。
　独居高齢者の給食サービスなどの福祉活動から始
まった活動も、時代の変化とともに現在では子供の食
育や高齢者、男性対象の料理教室などをしておられ、
今後もご活躍が期待されます。

厚生労働大臣賞受賞

受賞された弥栄支部の皆さん

観客と一体となって舞う「どぶろく」販売も大好評！

やさかやさか
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自治区のページ自治区のページ ま ち の

　この度、三隅町地域安全推進員協議会と岡見ぐるっと見守り隊
の２団体が青色防犯回転灯の設置許可を受け、青色防犯パトロー
ルを開始しました。
　子どもたちの登下校の時間帯を中心に巡回し、地域の安全安心
なまちづくりのため、見守り活動を強化していきます。

みすみみすみ

安全安心なまちづくりを支える
－青パト隊出発式－

　三隅町地域安全推進員協議会は、23台を青色パトロール
カーとして運用し、11月22日㈭に三隅小学校で出発式を行
いました。三隅小学校の児童に見送られ、青パト隊が初のパ
トロールに出発しました。

　岡見ぐるっと見守り隊は、5台を青色パトロールカー
として運用。11月26日㈪に岡見小学校で出発式を行い
ました。

　11月23日㈮、「石見神楽かたりべの会」が、三隅町井野の上今
明集会所で行われました。これは上今明自治会が、神楽を通して
地域を活性化させようと企画し、今回で２回目になります。
大元神楽伝承保存会（江津市桜江町）顧問の竹内幸夫さんを講師
に招き、舞殿にまつわる講演で「喜びの舞」や「幣と天蓋の関わ
り」について話されました。
　その後、「私と石見神楽」をテーマに神楽談義が行われ、参加
者は石見神楽の魅力と後世に継承する意義を再確認しました。

石見神楽と地域振興
－第2回神楽かたりべの会－

　11月23日㈮、第１回アクアみすみ水泳記録会が開催されました。
これは、アクアみすみ10周年を記念して今年から始められた行事
で、当日は「輝く人になるために水泳で鍛えよう心と体」を合言
葉に、水泳に親しんでいる３歳から66歳までの総勢90人が日頃の
練習の成果を試し、力泳を披露しました。
　選手、見学者、スタッフ全員参加のお楽しみタイムでは、アク
アみすみオリジナルダンスを踊り、笑いあり感動ありの楽しい一
日となりました。

自己記録への挑戦
－アクアみすみ水泳記録会－

　　　　記録会は自分との戦い！
　　　　好記録は出たでしょうか？

　11月25日㈰、三隅町駅伝競走大会が行われました。毎年、えび
す講祭りにあわせて行われ、今回で50回目を数えました。
　一般の部は12.2㎞、小学生男子の部は10.0㎞、小学生女子の部
は6.0㎞のコースで行われ、総勢18チームが出場しました。
　当日は天候に恵まれ、タスキを次の走者へつなごうと力走が展
開され、選手の皆さんは心地よい汗を流していました。

三隅の冬の風物詩「えびす講の駅伝大会」
－三隅町駅伝競走大会－

タスキに思いを込めて、緊張のスタート

　　　　「幣と天蓋」について講演される
　　　　講師の竹内幸夫さん
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子育て子育て

健康ひろば健康ひろば
＆

　

子
ど
も
の
心
と
体
、
脳
を
元
気

に
育
て
る
た
め
に
は
、
早
寝
・
早

起
き
の
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
作

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
毎
日
の
生

活
の
中
で
気
を
つ
け
た
い
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
実

践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

朝
の
光
に
は
生
体
時
計
を
リ

セ
ッ
ト
す
る
働
き
の
ほ
か
に
、
心

を
穏
や
か
に
保
つ
う
え
で
大
切
な

セ
ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
神
経
伝
達
物

質
の
働
き
を
高
め
る
働
き
も
あ
り

ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
に
も
「
お
は
よ
う
」

と
声
を
か
け
ま

し
ょ
う
。
生
活

リ
ズ
ム
を
整
え

る
た
め
に
は
当

た
り
前
の
習
慣

が
と
て
も
大
切
で
す
。

朝
の
ポ
イ
ン
ト

朝
の
光
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
よ
う

元
気
に
「
お
は
よ
う
」
の
あ
い

さ
つ
を
か
け
よ
う

家
族
そ
ろ
っ
て
朝
ご
は
ん
を
た

べ
よ
う

　

朝
ご
は
ん
は
午
前
中
の
活
動
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
子
ど
も
が

し
っ
か
り
栄
養
補
給
を
し
て
し
っ

か
り
遊
ぶ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

昼
の
ポ
イ
ン
ト

　

夜
、
す
ん
な
り
寝
る
に
は
、
昼

間
か
ら
し
っ
か
り
体
を
動
か
し
て

遊
ば
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
外

遊
び
が
で
き
な
い
年
齢
の
子
も
、

散
歩
や
買
い
物
な
ど
で
１
日
１
回

は
外
に
出
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
が
午
前
中
か
ら
た
っ
ぷ

り
遊
ぶ
よ
う
に
努
力
し
よ
う

昼
寝
の
工
夫
を
し
よ
う

　

大
人
と
比
べ
て
体
力
の
な
い
子

ど
も
に
と
っ
て
昼
寝
の
時
間
は
、

体
を
休
め
る
大
切
な
時
間
で
す
。

　

自
然
な
明
る
さ
を
感
じ
る
部
屋

で
い
い
の
で
部
屋
は
無
理
に
暗
く

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
の

就
寝
に
も
影
響
す
る
た
め
、
昼
寝

は
３
時
こ
ろ
ま
で
に
切
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

夜
の
ポ
イ
ン
ト

ご
は
ん
は
決
ま
っ
た
時
間
に
食

べ
よ
う

　

朝･

昼･

夜
の
食
事
時
間
を
一
定

に
す
る
こ
と
は
生
活
リ
ズ
ム
を
作

る
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

晩
ご
は
ん
が
遅
く
な
る
と
寝
る
時

間
も
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
要

注
意
で
す
。

夜
の
光
は
早
寝
早
起
き
の
リ
ズ

ム
を
く
ず
す
原
因
に
な
る
か
ら

注
意
し
よ
う

　

寝
る
時
間
に
な
っ
た
ら
電
気
を

消
し
て
真
っ
暗
に
す
る
か
、
照
明

を
な
る
べ
く
暗
め
に
し
ま
し
ょ

う
。
脳
に
「
寝
る
時
間
だ
よ
」
と

い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

夜
は
明
日
に
備
え
て
体
と
脳
を

休
め
る
大
切
な
時
間
で
す
。
子
ど

も
を
連
れ
て
の
夜
の
お
出
か
け
は

極
力
避
け
ま
し
ょ
う
。

夜
の
お
で
か
け
は
控
え
ま
し
よ
う

（
三
隅
支
所
福
祉
課
）

平
成
20
年
４
月
保
育
所
新

規
入
所
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
４
月
保
育
所
新
規
入

所
申
し
込
み
の
受
付
締
切
日
は
１

月
18
日
㈮
で
す
。

　

本
庁
子
育
て
支
援
課
、
各
支
所

市
民
福
祉
課
ま
た
は
福
祉
課
に
て

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
は
ま
だ
12
月

１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
保
育
係

　
（
☎
本
庁
内
線
１
６
５
、１
６
６
）

　

金
城
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
42
１
２
３
５
）

　

旭
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
45
１
４
３
５
）

　

弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
48
２
６
５
６
）

　

三
隅
支
所
福
祉
課

（
☎
32
２
８
０
６
）

早寝・早起きの生活をしよう
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日 月 火 水 木 金 土

30 31 １ ２ ３ ４ ５

６ ７
●育児相談
　9：30～11：00

８
●ぴーちくぱーちく
　10：00～11：00
★長浜子育て広場 
（マリン交流センター
〈長浜公民館〉）
　10：00～11：30
◆三隅育児相談

９
●音楽リズム遊び
・歩く子
　10：00～10：30
・赤ちゃん
　11：00～11：30
◆弥栄育児相談
★美川子育て広場
（農業構造改善セン
ター〈美川公民館〉）
　10：00～11：30

10
●手作り布おもちゃ
の会
・ママの会
　10：00～11：00
・ボランティアの会
　13：30～15：00
★周布・大麻子育て
広場（周布公民館）
　10：00～11：30

11
★すこやか健診
（要予約）
　9：00～17：00
育児相談はお休み
します。

12

13 14
成人の日

15
●お話でてこい!
　10：00～10：30
●おもちゃの病院
　13：00～15：00

16
●おもちゃで遊ぼう
　10：00～11：00
◆金城子育てサロン

17
●幼児食講座
　10：00～11：30
七草粥を作ろう
（要予約）
★石見子育て広場
（石見公民館）    
　10：00～11：30
★乳児健診
平成19年８月生まれ

18
●育児相談
　9：30～11：00
●環境整備の日
　15：00～16：00
★ママパパ学級
（要予約）（浜田公民館）
　9：30～13：00

19

20 21
●育児相談
　9：30～11：00

22
●お楽しみタイム
　10：00～11：00
・誕生会
・お母さんの癒し
　タイム
◆三隅フッ素塗布

23
●伝承遊びを楽しもう
　10：00～10：30
（お正月遊び）
国際交流員と遊ぼう
★国府子育て広場
（国府公民館）
　10：00～11：30
◆旭あっくん・
なっちゃん広場
◆金城育児相談

24
●離乳食講座
　10：00～11：00
風邪を引いた時の
食事
（要予約）
★3歳児健診
平成16年９月生まれ

25
●育児相談
　9：30～11：00
●おっぱいの日
　9：30～11：00
★すこやか相談
（要予約）
　13：30～15：00

26

27 28
●育児相談
　9：30～11：00

29
●絵本の会
　11：00～11：15
★１歳半健診
平成18年６月生まれ

30 31
●育児相談
　9：30～11：00

1
●豆まき会
　10：00～11：00
・豆まき
・神楽

2

1月子育てカレンダー

子育て支援センターの使用について
　24日㈭は午後から３歳児健診があるた
め健診対象者以外の人は、午前中のみの
使用となります。

申し込み・問い合わせ先
★　子育て支援課育成支援係　（☎本庁内線１９１）
　　金城支所市民福祉課　　　（☎42１２３５）　　　旭支所市民福祉課　　　　（☎45１４３５）
◆
　弥栄支所市民福祉課　　　（☎48２６５６）　　　三隅支所福祉課　　　　　（☎32２８０６）

●　子育て支援センター　　　（☎・FAX ㉒１２５３)
　　　開所時間　午前８時30分～午後５時

※　★●印で開催場所が明記していない行事の会場は子育て支援センターです。◆印の時間や会場は各支所にお問い合わせください。

都合により日程を
変更しています。
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①ひとり親家庭児童入学準備金の支給

　今年４月から小学校または中学校に入学予定の児
童・生徒の保護者に対して市から準備金を支給します。
支給の条件　
・母子家庭、父子家庭およびこれに準ずる家庭（詳
しくはお問合せください。）

・平成20年１月１日現在に浜田市内に住所を有する
人

・平成19年度（平成18年１月～12月分）の所得税
が非課税の人

※　生活保護受給世帯は対象外です。
支給金額　
・小学校入学　10,000円　・中学校入学　10,000円
持参するもの
・印鑑【浸透印（朱肉を使わずに押印する印鑑）は
除く】

・準備金を振り込む保護者名義の口座がわかるもの
（郵便局以外）

・平成19年１月１日現在で浜田市に住民票がない人
は平成19年度所得課税証明書

・対象児童が国民年金の遺族基礎年金を受けている
場合はその証書

・配偶者が国民年金の障害年金（１級以上）または
同障害基礎年金を受けている場合はその証書

・配偶者が身体障害者手帳（２級以上）の交付を受
けている場合はその手帳

申請期間　１月７日㈪～１月31日㈭
　　ただし、平成20年１月２日以降３月31日までの
間に新たに該当することになった人については、
４月15日㈫まで受け付けます。

②平成20年度　病児・病後児保育の事前登録

　市では、入院する必要はないが、安静を必要とす
るため集団保育・学校生活に入れない子どもを、保
護者の都合により家庭での育児が困難な場合に一時
的に預かる「病児・病後児保育」を実施しています。
登録を希望する人は、申し込みの手続きをしてくだ
さい。
　登録の有効期間は年度末（３月31日）までとなり
ますので、平成19年度に登録をしている人も、平成
20年度に利用を希望する場合には、新たに登録が必
要となります。 
対象　市内に住所を有する生後８週から小学３年生
までの子ども（ただし、利用当日に保育所入所要
件を満たしていること）。市外の人でも、子ども
が市内の保育所・小学校に通所・通学している場
合は利用可能です。
実施施設
　斎藤医院内「あんず保育室」
　（朝日町　☎㉓０２２８） 
申請・登録方法　用紙（子育て支援課、各支所市民
福祉課〈三隅支所は福祉課〉、保育所、小児科〈病
児・病後児保育の事前登録申込書のみ〉にありま
す。）に必要事項を記入の上、提出してください。

※　申請・登録は随時受け付けています。

申請・問い合わせ先　子育て支援課　①児童家庭相
談係（☎本庁内線１６７）

　②保育係（☎本庁内線１６５、１６６）
　①、②共通　金城支所市民福祉課（42１２３５）
　　　　　　　旭支所市民福祉課（45１４３５）
　　　　　　　弥栄支所市民福祉課（48２６５６）
　　　　　　　三 隅 支 所 福 祉 課（32２８０６）

　親も子も「子育て広場」で、地域の人たち
と一緒に楽しく遊びませんか?
時間　午前10時～11時30分

１、２月の子育て広場

※　育児相談、計測もあります。
※　参加費（100円程度）を徴収することがあります。
※　長浜公民館以外の公民館で行なわれる２月の行事
は、２月１日号に掲載します。

問い合わせ先　子育て支援課育成支援係
　（☎本庁内線１９１）

月 開催日 場　　　所 内　　容

１

９日㈬ 農業構造改善センター
（美川公民館） 七草がゆ作り

10日㈭ 周布公民館 季節の行事
17日㈭ 石見公民館 お正月遊び
23日㈬ 国府公民館 お正月遊び

２ ７日㈭ マリン交流センター（長
浜公民館） 節分

内容　歯科検診、フッ素塗布（歯ブラシに液をつけ塗
布します）、むし歯予防の話しをします。
対象　浜田自治区内に住所がある１歳以上の在宅の乳
幼児

※　保育園・公立幼稚園入所者は園
　で受けてください。
日時　２月７日㈭
　受付①午後１時30分～２時
　　　②午後２時～２時３０分
場所　子育て支援センター
定員　①②各30人（申込先着順）
料金　４００円（歯ブラシ代含む）
持ってくるもの　タオル、母子手帳
申込方法　受付時間①か②を選択し、電話で申し込ん
でください。申込開始は１月24日㈭　午前９時から
です。
申し込み・問い合わせ先
　子育て支援課育成支援係
　（☎本庁内線１７３、１９１）

在宅児フッ素塗布
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平
成
19
年
度

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

技
能
講
習
の
案
内

　

60
歳
以
上
の
人
の
た
め
の
技
能

講
習
で
す
。
講
習
終
了
後
、
就

職
・
就
業
相
談
会
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。

受
講
料　

無
料

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
放

課
後
児
童
居
場
所
で
は
、
保
護
者

の
勤
務
な
ど
に
よ
り
放
課
後
に
保

護
者
が
不
在
の
家
庭
の
小
学
校
１

〜
３
年
生
の
児
童
を
預
か
り
、
生

活
・
遊
び
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま

す
。

対
象
児
童

　

原
則
と
し
て
、
現
在
１
・
２
年

生
の
児
童
お
よ
び
来
春
就
学
予
定

平
成
20
年
度「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」、「
放
課
後
児
童
居
場
所
」入
会
児
童
の
募
集

の
児
童
。

定
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

各
ク
ラ
ブ
30
人
程
度
（
今
市
児

童
ク
ラ
ブ
・
や
さ
か
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
は
20
人
）

放
課
後
児
童
居
場
所

　

各
居
場
所
10
人
程
度

※　

定
員
を
上
回
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
各
ク
ラ
ブ
・
居

場
所
の
状
況
に
応
じ
て
検
討
し

ま
す
。

実
施
日
時　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
平
常
授
業
日　

放
課
後

〜
午
後
６
時
（
た
だ
し
、
ク
ラ

ブ
に
よ
っ
て
は
異
な
り
ま
す
。）

夏
・
冬
・
春
休
み
期
間
中

　

開
設
日
を
別
に
設
け
ま
す
。

負
担
金　

児
童
一
人
あ
た
り
月

額
５
、０
０
０
円
（
お
や
つ
代

１
、０
０
０
円
を
含
む
。）
で

す
。
但
し
、
夏
休
み
期
間
中

は
自
己
負
担
金
を
４
、０
０
０

円
加
算
し
ま
す
。
納
入
方
法

は
、７
月
２
、０
０
０
円
、
８
月

２
、０
０
０
円
と
し
ま
す
。
別

途
、傷
害
保
険
料
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

申
込
用
紙
【
本
庁
子
育
て
支
援

課
、
各
支
所
市
民
福
祉
課
、（
三

隅
支
所
は
福
祉
課
）、
各
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
。】
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
就
労
証

明
書
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
入
会
決
定
通
知
は
、
市

か
ら
通
知
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
居
場
所

　

つ
く
し
保
育
園
、
有
福
保
育
園

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
子
育
て
支
援
課
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

浜

田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
４
６
８
０
）

ま
ち
の
食
体
験
事
業
で

　
「
七
草
が
ゆ
」を

　
　
　
　
　

作
り
ま
せ
ん
か

　

春
の
七
草
を
食
べ
て
一
年
間
元

気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
み
ん
な
で
一
緒
に
「
七
草
が

ゆ
」
を
作
っ
て
食
べ
ま
せ
ん
か
。

こ
の
ほ
か
に
、
簡
単
な
お
や
つ
作

り
と
手
品
を
し
ま
す
。

対
象　

５
歳
〜
12
歳
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

日
時　

１
月
12
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分

場
所　
「
く
ず
の
花
」

料
金　

１
人
当
た
り
１
０
０
円

定
員　

先
着
12
組
（
25
人
程
度
）

※　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

子

育
て
支
援
課
保
育
係
（
☎
本
庁

内
線
１
６
５
）

放課後児童クラブ、放課後児童居場所一覧
クラブ名(電話番号) 対象学校 申込期間 提出・問い合わせ先

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

杉の子学級　　　（☎㉒0523） 石 見 小

１月10日㈭
～25日㈮ 

本庁子育て支援課
12番窓口

（☎本庁内線165）

ふたば学級　　　（☎㉓0911） 原 井 小
ひまわり学級　　（☎㉗4073） 周 布 小
山ばと学級　　　（☎㉖0787） 美 川 小
さくら学級　　　（☎㉓3390) 三 階 小
くすのき学級　　（☎㉓0003） 松 原 小
かもめ学級　　　（☎㉘2270) 国 府 小
とびうお学級　　（☎㉗0311） 長 浜 小
若潮学級　　　　（☎㉒1140) 雲雀丘小

かぜの子学級　　（☎㉘1722） 上 府 小
宇 野 小

やさか児童クラブ（☎482439） 弥 栄 小 弥栄支所市民福祉課
（☎482656）

雲城地区児童クラブ（☎420009） 雲 城 小

随時受付

金城支所市民福祉課
（☎421235）今福地区児童クラブ（☎421769） 今 福 小

今市児童クラブ　（☎450921） 旭自治区
内小学校

旭支所市民福祉課
（☎451435）

三隅小児童クラブ（☎323211） 三 隅 小 ３月３日㈪
～21日㈮

三隅支所福祉課
（☎322806）岡見小児童クラブ（☎322298） 岡 見 小

放課後児童居場所
佐 野 小
後 野 小 １月10日㈭

～25日㈮
つくし保育園（☎420565）

有 福 小 有福保育園　（☎㉔8480）

講　　習　　名 日程・場所・定員

ハウスクリーニング講習 １月21日㈪～25日㈮
シルバー人材センター　20人

事務補助スタッフ養成講習
２月13日㈬～20日㈬
ＪＦしまね浜田支店金融研修
室　20人
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健　

康　

相　

談

○
健
康
相
談

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、健
康
相
談

日
時　

月
曜
日
と
金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

○
糖
尿
病
相
談
日

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
相
談

日
時　

１
月
９
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

い
ず
れ
も
本
庁
地
階
健
康

相
談
室

※　

予
約
し
た
時
間
に
来
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係
（
☎

本
庁
内
線
１
５
５
、
１
６
９
）

○
が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン

　

サ
ロ
ン
は
が
ん
患
者
や
家
族
が

自
由
に
話
し
合
え
る
場
所
で
す
。

〈
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
〉

日
時　

１
月
19
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

〈
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
益
田
〉

日
時　

毎
週
火
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

益
田
赤
十
字
病
院
（
７
階

保
健
指
導
室
）

問
い
合
わ
せ
先　

が
ん
患
者
サ
ロ

ン
代
表
者　

納
賀
さ
ん

　
（
☎
０
８
５
６
㉒
０
７
７
２
）

〈
サ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り
〉

日
時　

毎
月
第
３
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
（
２

階
地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
）

問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
医
療
セ
ン

　

タ
ー
管
理
課（
☎
㉒
２
３
０
０
）

〈
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
浜
田
〉

日
時　

毎
月
第
１
、２
、４
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

石
見
公
民
館
（
２
階
図
書

館
）

料
金　

無
料

　
（
冷
暖
房
費
１
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先

　

佐
々
木
さ
ん（
☎
０
９
０-
３
１

　

７
１-

１
９
９
４
）

献血会場 町 名 受付時間

18日
㈮

市役所本庁 殿　町 午前９時30分～正午
西日本三菱自動車販売
浜田店 長沢町 午後１時30分～２時30分

浜田海上保安部 長浜町 午後３時30分～４時30分

25日
㈮

浜田警察署 殿　町 午前９時～11時
浜田ガス水道工事㈱ 港　町 午前11時50分～午後０時40分
島根県立大学 野原町 午後２時～４時

１月献血日程 《全血献血》

※　献血時に使われる採血針や採血バックは一人ひとり新しいものを使用していますの
で、ほかの献血者から肝炎やエイズなどの病気がうつる心配はありません。

※　変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）の感染を防ぐため、過去にヒト胎盤エ
キス（プラセンタ）注射剤を使用されたことのある人は採血ができません。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

〜
保
健
所
で
の
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
検
査（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）を

無
料
化
し
ま
す
〜

　

平
成
６
年
以
前
に
、
お
産
や
手

術
時
な
ど
に
大
量
出
血
し
た
場
合

や
、
特
殊
な
疾
患
で
血
が
止
ま
り

に
く
い
場
合
に
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ

ン
製
剤
の
投
与
を
受
け
た
可
能
性

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
一

度
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
対
象
と
し

た
血
液
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
希

望
す
る
人
。
年
齢
制
限
な
し
。

電
話
に
よ
る
相
談　

月
曜
日
〜
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

来
所
相
談
お
よ
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査　

事
前
に
電
話
予
約
の
う

え
、
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
料
金　

無
料

検
査
項
目

・

Ｃ
型
肝
炎
抗
体
検
査
（
感
染
し

た
場
合
に
作
ら
れ
る
抗
体
の
量

を
調
べ
る
）

・

Ｂ
型
肝
炎
抗
原
検
査
（
血
液
中

の
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
を
調
べ

る
）

検
査
の
流
れ

⑴ 

保
健
所
に
電
話
で
検
査
予

約
。

⑵　

予
約
さ
れ
た
日
時
に
保
健
所

に
来
所
、
検
査
（
採
血
）
を
実

施
。

⑶　

結
果
を
お
知
ら
せ
（
告
知
）

す
る
日
時
を
決
め
て
、
い
っ
た

ん
終
了
。（
告
知
ま
で
に
は
お

お
よ
そ
1
週
間
〜
10
日
か
か
り

ま
す
。）

⑷　

告
知
の
予
約
時
間
に
保
健
所

に
来
所
、
結
果
の
お
知
ら
せ
。

　
（
感
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
分

か
っ
た
場
合
は
、
医
療
機
関
へ

紹
介
し
ま
す
。）

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
保
健
所
医

事
・
難
病
支
援
グ
ル
ー
プ
（
☎

㉙
５
５
５
４
）

時間　午後７時～９時
日 会　　場 問い合わせ先

浜田 15日㈫ 市総合福祉センター 山口源吉さん（☎㉒２４９５）

弥栄 ８日㈫ 弥栄老人福祉センター 弥栄支所市民福祉課
（☎48２６５６）

三隅 11日㈮ 三隅公民館 森脇好盛さん（☎34０７２３）

断酒会日程（１月前期）

●外出後のうがいや手洗いを日常的に行
いましょう。

●十分に栄養や睡眠をとり、体力や抵抗
力を高め、体調管理をしましょう。

●ワクチン接種をしていない人はインフ
ルエンザ予防接種をお勧めします。

　65歳以上の人は定期予防接種が１月31
日まで可能です。

インフルエンザ予防のためにできること

○咳・くしゃみの際にはティッシュなど
で口と鼻を押さえ、周りのひとから顔
をそむけましょう。

○使用後のティッシュはすぐにフタ付き
のゴミ箱に捨てましょう。

○症状のある人はマスクを正しく着用
し、感染防止に努めましょう。

咳エチケットとは

ひろげるなインフルエンザ、

ひろげよう咳エチケット

図

書

館

情

報
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金城図書館（☎42１８２３）
○開館時間 
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

旭図書館（☎45１４４０、旭教育課）
○開館時間 
　午前９時～午後５時
○休館日　日曜日および祝日

か
さ
ぶ
た
っ
て
ど
ん
な
ぶ
た

小
池
昌
代
編

ね
ず
み
く
ん
お
お
き
く
な
っ
た
ら

な
に
に
な
る
？　

な
か
え
よ
し
を

よ
に
も
ふ
し
ぎ
な
本
を
た
べ
る
お

と
こ
の
こ
の
は
な
し

オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ズ

よ
る
く
ま
く
る
よ　

石
津
ち
ひ
ろ

か
く
れ
ん
ぼ　
　
　

せ
な
け
い
こ

き
ん
い
ろ
の
ラ
イ
オ
ン

唯
野
元
弘

モ
グ
の
ク
リ
ス
マ
ス

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
カ
ー

思
い
出
の
た
ん
じ
ょ
う
日

内
田
麟
太
郎

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
会
い
ま
し
た

増
田
久
雄

わ
た
し
獣
医
に
な
り
ま
す
！

井
上
夕
香

崖
の
国
物
語　

真
冬
の
騎
士

ポ
ー
ル
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

金

城

図

書

館

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

旭

図

書

館

浜

田

図

書

館

■
新
着
図
書
案
内
■

ベ
ー
コ
ン　
　
　
　
　

井
上
荒あ

れ

野の

　

傍
ら
に
あ
る
料
理
と
、
そ
れ
を

食
べ
る
人
々
の
心
の
機
微
を
描
い

た
、
食
と
性
愛
に
ま
つ
わ
る
９
つ

の
短
編
集
。

■
大
人
向
け
の
本
■

14
ひ
き
の
も
ち
つ
き

い
わ
む
ら
か
ず
お

ま
る
ま
る
こ
ろ
こ
ろ　

得
田
之
久

雪
わ
た
り　
　
　
　
　

宮
沢
賢
治

と
も
だ
ち
が
ほ
し
い　

柴
田
愛
子

オ
オ
カ
ミ
の
エ
リ
ッ
ク

ビ
ッ
キ
ー
・
イ
ー
ガ
ン

秋
篠
宮
紀
子
﹇
構
成
・
訳
﹈

ビ
ー
バ
ー
の
ベ
ン

ビ
ッ
キ
ー
・
イ
ー
ガ
ン

秋
篠
宮
紀
子
﹇
構
成
・
訳
﹈

わ
た
あ
め
お
ば
けと

よ
た
か
ず
ひ
こ

い
っ
ぽ
く
ん
お
さ
ん
ぽ　

①
・
②

と
よ
た
か
ず
ひ
こ

※　

そ
の
他
小
学
生
向
き
の
本
も

あ
り
ま
す
。

木
の
音　
　
　
　
　
　

林
美
智
子

お
と
う
と
の
お
っ
ぱ
い

宮
西
達
也

も
う
す
ぐ
っ
て
ど
の
く
ら
い
？

北
川
チ
ハ
ル

よ
る
く
ま
く
る
よ　

石
津
ち
ひ
ろ

は
つ
ゆ
き　
　
　
　
　

西
片
拓
史

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

■
大
人
向
け
の
本
■

チ
ビ
ク
マ
ち
ゃ
ん
の
だ
い
じ
な
と

も
だ
ち

ク
レ
ア
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

　

チ
ビ
ク
マ
ち
ゃ
ん
は
、
冬
眠
か

ら
早
く
目
が
さ
め
た
。
外
は
雪
が

ま
い
お
ち
る
冬
。
友
だ
ち
は
ま

だ
、
ね
む
っ
て
い
る
。
そ
こ
へ
、

雪
だ
る
ま
の
キ
ラ
キ
ラ
リ
が
あ
ら

わ
れ
て
、
ふ
た
り
は
大
の
な
か
よ

し
に
。

★　

よ
み
き
か
せ

書
庫
の
母　
　
　
　
　

辻
井　

喬

ち
い
さ
な
お
は
な
し　

新
井
素
子

幸
福
（
し
あ
わ
せ
）
日
和盛

田
隆
二

二
度
は
ゆ
け
ぬ
町
の
地
図西

村
賢
太

佳
人
の
奇
遇　
　
　
　

島
田
雅
彦

だ
い
に
っ
ほ
ん
、
ろ
ん
ち
く
お
げ

れ
つ
記　
　
　
　
　
　

笙
野
頼
子

他
人
事　
　
　
　
　
　

平
山
夢
明

遙
か
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
．
ハ
ー
ス

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
城
物
語

ジ
ャ
ン
・
メ
ス
キ

モ
ノ
が
で
き
る
仕
組
み
事
典

成せ
い

美び

堂ど
う

出
版
編
集
部

日
時　

１
月
11
日
㈮
、
18
日
㈮
、

25
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

場
所　

お
は
な
し
の
へ
や

■
実
用
書
■

暮
ら
し
と
お
金
の
基
本
百
科

―
マ
ネ
ー
大
安
心
―

　
　
　
　
　
　

日
下
公
人・

　
　
　
　
　
　

鳥
越
俊
太
郎
監
修

☆　

１
月
絵
本
の
お
た
の
し
み
会

は
、
お
休
み
し
ま
す
。

幕
末
の
尼
将
軍　

篤
姫

童
門
冬
二

い
つ
か
は
恋
を　
　
　

藤
田
宣
永

月
の
う
た　
　
　
　
　

穂
高　

明

中
原
の
虹　

四　
　
　

浅
田
次
郎

ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生　

田
村　

裕

海
を
抱
い
た
ビ
ー
玉　

森
沢
明
夫

「
愛
さ
れ
た
い
」
を
拒
絶
さ
れ
る

子
ど
も
た
ち　
　
　
　

椎
名
篤
子

毎
日
が
自
分
と
の
戦
い

金
川
千
尋

快
眠
家
族
の
ス
ス
メ

宮
崎
総
一
郎
編
著

な
ぜ
か
気
持
ち
が
楽
に
な
る

子
育
て
の
本　
　
　
　

木
全
徳
裕

図

書

館

情

報

浜田図書館（☎㉒０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○１月の休館日　１日～３日、14日、31日

お
ひ
と
り
さ
ま
の
老
後　

上
野
千
鶴
子

■
大
人
向
け
の
本
■

　農業委員会では農地の貸し借りにおける小作
料について、別表のとおり標準小作料の改訂を
行いました。農地の貸し借りの際の参考にして
ください。
　なお、標準小作料については、あくまでも目
安となるものです。地域の農地事情などによっ
て異なりますので、貸し手と借り手がお互いに
話し合いで決めてください。

標準小作料の改訂のお知らせ

問い合わせ先　農業委員会（☎本庁内線４２４）

小作料の標準額

農地の区分 小作料の標準額
（10a当たり） 備          考

田の部⑴ 5,000円 ２反以上またはほ場整備済

田の部⑵ 4,000円 １反以上２反以下または不整形
なほ場整備地

田の部⑶ 3,000円 １反以下またはほ場整備未整備
 畑 の 部 3,000円 浜田市全域

※　地域の農地は、地域で守りましょう。遊休農地の解消に努め
ましょう。

※　畑の部は、浜田市全域において統一しています。
施行期日　平成19年12月１日
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「
企
業
の
情
報
化
リ
ー
ダ
ー
」
と

し
て
必
要
な
情
報
処
理
に
関
す
る
基

本
的
な
知
識
・
技
術
の
習
得
に
併
せ

て
、
事
務
職
と
し
て
必
要
な
簿
記
会

計
お
よ
び
情
報
処
理
機
器
の
活
用
に

関
す
る
知
識
・
技
術
・
技
能
を
習
得

し
ま
す
。
在
校
中
に
国
家
試
験
「
初

級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ

試
験
」
な
ど
を
受
験
し
、
合
格
す
る

事
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

対
象　

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
30
歳

未
満
で
、
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人
、
若
し
く
は

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人

選
抜
方
法　

学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）、
実
技
検
査
、
面
接

定　

７
人
程
度

入
校
費
用

・

入
校
検
定
料
２
、２
０
０
円

・

授
業
料
お
よ
び
入
校
料
合
計

１
２
４
、０
０
０
円
程
度
、

・

教
科
書
代
な
ど
９
５
、０
０
０
円

程
度

訓
練
期
間　

１
年
間
（
平
成
20
年
４

月
〜
平
成
21
年
３
月
）

訓
練
場
所　

県
立
浜
田
高
等
技
術
校

募
集
締
切
日　

１
月
22
日
㈫
（
消
印

有
効
）

申
込
方
法　

当
校
ま
た
は
最
寄
り
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
願

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
入
校
検
定
料

の
納
付
方
法
を
詳
し
く
知
り
た
い

人
は
、
出
願
前
に
当
校
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
校
検
定
日　

１
月
30
日
㈬

合
格
発
表
日　

２
月
７
日
㈭

問　

県
立
浜
田
高
等
技
術
校

　
（
☎
㉗
０
４
５
７
、FAX
㉗
４
０
２
７
）

対
象　

大
学
な
ど
へ
進
学
、
在
学
す

る
人

応
募
資
格　

平
成
20
年
度
に
学
校
教

育
法
に
基
づ
く
大
学
、
短
大
、
大

学
院
、
専
修
学
校
の
専
門
課
程
な

ど
に
進
学
ま
た
は
在
学
す
る
島
根

県
出
身
者

貸
与
金
額

・

就
学
生　

50
万
円
か
１
０
０
万
円

の
い
ず
れ
か
を
選
択

・

奨
学
生　

希
望
す
る
金
額
（
３
万

〜
７
万
円
の
間
）

※　

返
還
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

定　

い
ず
れ
も
50
人

願
書
受
付
期
限

　

就
学
生　

２
月
８
日
㈮
（
現
在
受

付
中
）

願
書
受
付
期
間

　

奨
学
生　

２
月
12
日
㈫
〜
３
月
31

日
㈪

申
・
問　

県
育
英
会
事
務
局
（
☎
０

　

８
５
２
㉘
１
９
８
１
）

８
日　

ち
ぎ
り
絵
教
室

９
日　

園
芸
教
室

10
、
17
日　

舞
踊
教
室

11
日　

書
道
教
室

16
日　

音
楽
教
室

17
、
18
日　

陶
芸
教
室

22
日　

城
山
大
学

城
山
大
学

演
題　

歌
っ
て
笑
っ
て
健
康
づ
く
り

講
師　

橋
本
さ
ん
（
浜
田
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
）

対
象　

市
内
で
60
歳
以
上
の
人

時
間　

城
山
大
学
、
音
楽
は
10
時
か

ら
、
舞
踊
は
、
９
時
40
分
か
ら
、

そ
の
ほ
か
は
、
９
時
30
分
か
ら

問　

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
㉒
０

　

０
９
４
）

　

や
さ
か
ブ
ラ
ン
ド
米
産
地
協
議
会

で
は
、
米
の
生
産
者
、
消
費
者
、
販

売
者
が
集
ま
り
、
意
見
交
換
を
行
う

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

日
本
の
農
業
の
実
情
や
地
域
の
農

家
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
米
づ
く
り

や
米
を
育
む
自
然
環
境
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
演
会　
「
こ
だ
わ
り
の
米
の
食
」

講
師　

甲
斐
良
治
さ
ん
（
㈳
農
山
漁

村
文
化
協
会
「
増
刊
現
代
農
業
」

編
集
主
幹
）

※　

そ
の
ほ
か
、
地
元
の
産
品
と
や

さ
か
米
を
食
し
な
が
ら
意
見
交
換

会
や
弥
栄
で
と
れ
た
野
菜
の
新
鮮

市
も
あ
り
ま
す
。

日　

１
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午

後
３
時

場　

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　

１
、０
０
０
円
（
昼
食
代
金
含

む
）

※　

事
前
に
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
が
必

要
で
す
。

申　

弥
栄
支
所
産
業
課
、
㈱
ほ
ん
き

村
（
☎
㉒
０
９
９
４
）

問　

弥
栄
支
所
産
業
課
（
☎
48
２
１

　

１
２
）

浜
田
高
等
技
術
校
Ｏ
Ａ
シ
ス

テ
ム
科
入
校
生
（
二
次
）

や
さ
か
米
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

サ
ミ
ッ
ト
参
加
者

県
育
英
会
就
学
生

　
　
　
　

お
よ
び
奨
学
生

１
月
の
城
山
学
級
・
城
山
大
学
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＜２月　パソコン研修＞
○WindowsXPでできる印刷（初級者） ………………①
日　12日㈫、13日㈬、14日㈭　午後１時30分～４時30分
○ワードとエクセルで報告書作り（初級者） …………②
日　19日㈫、20日㈬、21日㈭、22日㈮
　午後１時30分～４時30分
料　①、②テキスト代　８００円
場　いわみーる４階　パソコン研修室
申込締切日　１月20日㈰

　＜ゆっくり進むパソコン教室＞
　毎週水曜日にゆっくり進みたい初心者の人（文字入力
のできる人）を対象に同じ研修内容で開催します。希望
日を選んで申し込んでください。
日　６日㈬、13日㈬、20日㈬、27日㈬　午前９時～正午
料　テキスト代　３００円
場　いわみーる４階　パソコン研修室

西部情報化センターイベント
＜あいてぃ体験まつり＞

日　２月２日㈯　午前１0時～午後４時
場　いわみーる４階　西部情報化センター内
　写真入の大型カレンダーを作成、録画したビデオテー
プをＤＶＤにデジタル保存、ビスタ体験などをします。

申込方法　研修名・住所・氏名・電話番号・年齢を記
入の上、ホームページか往復はがきで申し込んでく
ださい。

申　いわみーる４F　県立西部情報化センター　
　【〒697-0016　野原町1826-1（☎㉔９３４６）】
　http://www.joho-shimane.or.jp/cc/seibu/
※　日時･内容など詳細は上記URLで確認できます

＜浜田市ＩＴ講習会＞も開催しています。
●ワード入門
日　２月５日㈫、６日㈬、７日㈭　午前９時～正午
●インターネットの便利な活用
日　２月７日㈭、８日㈮、９日㈯
　午後１時30分～４時30分
申込締切日　１月22日㈫
※　詳しくは、市ホームページまたは『広報はまだ』１
月１日号のＩＴ講習会案内をご覧ください。

西部情報化センターだより

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
を

理
解
し
、
情
報
発
信
に
お
い
て
自

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
サ
イ
ト
や
ブ
ロ
グ
な
ど
の
利

用
上
不
可
欠
な
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
利
用
技

能
を
習
得
し
ま
す
。

対
象　

在
職
者
で
、
フ
ァ
ィ
ル
の
保

存
な
ど
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
操

作
が
で
き
て
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
文

書
入
力
が
で
き
る
人
。

訓
練
日　

１
月
28
日
㈪
、１
月
30
日
㈬
、

２
月
４
日
㈪
、
２
月
６
日
㈬
、

　

２
月
８
日
㈮
、
２
月
13
日
㈬
、

　

２
月
15
日
㈮

訓
練
時
間　

各
日
午
後
６
時
〜
８
時

（
計
14
時
間
）

場　

浜
田
卸
商
組
合
会
館
２
階
、
㈲

ソ
コ
ロ　

浜
田
営
業
所
・
浜
田
教

室
定　

12
人

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
約
２
、１
０
０
円
は
実
費
個

人
負
担
）

※　

受
講
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。

※　

受
講
の
決
定
は
、
１
月
18
日
頃

は
が
き
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
他　

応
募
者
が
少
な
い
場
合

は
、
こ
の
講
座
を
中
止
す
る
こ
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
講
座
受
講
者

　

第
３
回
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん

市
民
公
開
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

演
題　

が
ん
と
放
射
線
治
療

講
師　

吉
田
弘
太
郎
さ
ん
（
医
療
セ

ン
タ
ー
内
科
系
診
療
部
長
）

日　

１
月
16
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
〜

場　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
地
域
医

療
研
修
セ
ン
タ
ー

問　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

　
（
☎
㉒
２
３
０
０
）

第
３
回
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
市
民
公
開
講
座

　

県
内
企
業
に
よ
る
面
接
お
よ
び
情

報
提
供
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
適
職
自

己
検
索
、
資
料
展
示
な
ど
を
行
い
ま

す
。

対
象　

平
成
20
年
３
月
大
学
・
短
期

大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
な
ど
の
卒
業
予
定
者
、
平
成
19

年
３
月
卒
業
後
の
未
就
職
者
で
県

内
就
職
を
希
望
す
る
人
。

産
業
人
材
無
料
職
業
紹
介

　

県
が
支
援
す
る
誘
致
企
業
な
ど
の

産
業
人
材
求
人
情
報
を
提
供
し
、
就

職
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

対
象　

県
内
へ
の
就
職
を
希
望
す
る

人
日　

１
月
26
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

問　

㈶
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
☎
０
８

　

５
２
㉘
０
６
９
１
、
FAX
０
８
５
２

㉘
０
６
９
２
）

http://www.jobcafe

‐shim
ane.jp/

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
冬
期
）

が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

１
月
11
日
㈮
ま
で
に
、

浜
田
高
等
技
術
校
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
を
浜
田
高
等
技
術
校
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
提
出
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
も
で
き
ま
す
。
申
込
用
紙

は
浜
田
高
等
技
術
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

申
込
締
切
日　

１
月
11
日
㈮

申
・
問　

県
立
浜
田
高
等
技
術
校　

大
門
さ
ん
（
☎
㉗
０
４
５
７
、
FAX

㉗
４
０
２
７
）
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海
岸
の
生
成
。
江
戸
時
代
の
測
候
所

な
ど
異
次
元
の
旅
で
す
。

日　

１
月
20
日
㈰

集
合
時
間　

午
前
９
時
に
松
原
町
厳

島
神
社
下
に
集
合
。
正
午
頃
ま
で

散
策
。

料　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

歩
き
や
す
い
靴
で
参
加
く
だ
さ

い
。
雨
天
中
止
。

問　

下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

　
（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３

　

７
）

団
体
名

①
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
劇
団　

鳥
獣
戯
画
、

②
人
形
劇
団
京
芸
、
③
マ
リ
ン

バ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
、
④
チ
カ
パ

ン
、
⑤
と
も
し
び
音
楽
企
画

※　

各
々
の
催
し
は
午
前
、
午
後
１

回
ず
つ
行
い
ま
す
。

日　

１
月
13
日
㈰

　

午
前
の
部　

９
時
45
分
〜
（
受
付

９
時
15
分
〜
）

　

午
後
の
部　

０
時
45
分
〜
（
受
付

０
時
15
分
〜
）

場　

い
わ
み
ー
る

定　

先
着
①
・
②
・
④
20
人
、
③
30

人
、
⑤
25
人

料　

①
〜
⑤
各
々
２
０
０
円
（
１
回

分
）

申
・
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ

　

劇
場
【
☎
・
FAX
㉓
６
３
９
６
（
午

前
９
時
45
分
〜
午
後
４
時
30
分
）】

E
-m

a
il:o

y
a
k
o
-c
h
a
n
@
h
8.

dion.ne.jp
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出
会
う
遊
ぶ
子
ど
も
の
舞
台

芸
術
体
験
広
場 

in 

は
ま
だ

対
象　

小
学
生
以
上
（
マ
ジ
ッ
ク
以

外
は
幼
児
と
保
護
者
で
参
加
で
き

ま
す
。）

①
皆
で
踊
ろ
う
ト
ン
ガ
リ
体
操
№
５

　

親
子
で
一
緒
に
踊
れ
る
楽
し
い
体

操
で
す
。

②
ハ
ン
ガ
ー
人
形
を
作
っ
て
遊
ぼ
う

　

ハ
ン
ガ
ー
と
ハ
ン
カ
チ
で
楽
し
い

人
形
を
作
っ
て
動
か
し
、
グ
ル
ー
プ

別
で
物
語
を
作
っ
て
み
よ
う
。

③
マ
リ
ン
バ
と
打
楽
器
で
遊
ぼ
う

　

プ
ロ
の
演
奏
家
２
人
の
ス
ゴ
技
を

目
の
前
で
見
て
聞
い
て
楽
し
も
う
。

④
い
っ
し
ょ
に
パ
ン
ト
マ
イ
ム

　

楽
し
む
コ
コ
ロ
と
元
気
な
体
が
あ

れ
ば
、
見
え
な
い
も
の
が
見
え
て
く

る
よ
。

⑤
伊
藤
夢
葉
と
マ
ジ
ッ
ク
で
遊
ぼ
う

　

親
子
で
楽
し
め
る
マ
ジ
ッ
ク
教
室
。

ロ
ー
プ
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
に
挑
戦
し
ま

す
。

　１月１日～１月３日の３日
間は、日曜祝日ダイヤにより
運行します。ただし、元日は
日曜祝日ダイヤに加えて午前
９時以前の便を運休します。
問　石見交通㈱浜田営業所
　（☎㉗２２１１）

石見交通路線バス正月三が
日のバス運行について

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

新
春
初
滑
り

　

元
旦
か
ら
７
日
ま
で
連
続
開
館
し

ま
す
。

１
月
１
日
㈫
〜
３
日
㈭　

小
学
校

入
学
前
児
童
が
ス
ケ
ー
ト
を
利
用

す
る
と
き
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　

浜
田
・
石
見
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
が
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
披
露
し

ま
す
。

日　

１
月
２
日
〜
４
日　

午
後
０
時

30
分
〜
45
分

　

観
覧
は
無
料
で
す
。

※　

１
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰
は
西
日

本
カ
ー
リ
ン
グ
（
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
正
式
競
技
種
目
）
選
手
権

大
会
の
た
め
、
終
日
一
般
滑
走
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

観
覧
は
無
料
で
す
。

カ
ー
リ
ン
グ
教
室

毎
週
月
曜
日
、木
曜
日　
午
後
10
時
〜

料　

無
料

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
教
室

毎
週
土
曜
日　

午
後
10
時
〜

料　

無
料
（
小
学
校
３
年
生
以
上
で

ス
ケ
ー
ト
の
滑
れ
る
人
に
限
り
ま

す
）

ス
ケ
ー
ト
教
室
好
評
開
催
中

　

連
続
受
講
が
望
ま
し
い
で
す
が
、

１
回
の
体
験
も
受
け
付
け
ま
す
の
で

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
月　

３
月
ま
で

※　

内
容
に
つ
い
て
は
12
月
15
日
号

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問　

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

　
（
☎
・
FAX
㉘
１
３
０
０
）

第
78
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

　

外
ノ
浦
湾
周
辺
で
約
８
㎞
の
面
白

観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　

伝
今
津
屋
八
右
衛
門
墓
の
正
体

は
？
生
湯
へ
通
じ
る
昔
の
往
還
。
田

野
尻
の
津
和
野
藩
米
蔵
跡
。
リ
ア
ス

劇
団
四
季

フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
魔
法
を
す
て
た
マ
ジ
ョ
リ
ン
」

　

大
好
評
で
２
年
ぶ
り
に
全
国
ツ

ア
ー
に
お
い
て
、
浜
田
公
演
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

小
学
生
魔
女
の
マ
ジ
ョ
リ
ン
は
、

人
間
の
愛
の
力
と
信
じ
る
心
に
ふ

れ
た
と
き
、
そ
れ
が
ど
ん
な
魔
法
よ

り
、
ス
テ
キ
な
こ
と
で
あ
る
か
を
悟

り
ま
す
。

日　

２
月
17
日
㈰

開
場　

午
後
５
時
〜

開
演　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30

分

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　

全
席
指
定
席

　
（
１
階
席
）
４
、０
０
０
円

　
（
２
階
席
）
３
、０
０
０
円

※　

２
階
で
は
団
体
割
引
と
し
て
、

20
人
以
上
で
１
人
２
、０
０
０
円

で
鑑
賞
で
き
ま
す
。

問　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
（
☎
㉒
２
１

　

０
０
）

コ
ー
ナ
ー
展
「
館
蔵
写
真
展
」

〜
浜
田
城
山
の
四
季
〜

　

第
四
次
常
設
展
で
は
、
浜
田
の
歴

史
展
に
併
せ
、
館
蔵
写
真
パ
ネ
ル

（
浜
田
城
山
の
四
季
・
昭
和
63
年
〜

平
成
２
年
撮
影
）
約
50
点
を
浜
田
城

資
料
館
建
設
期
成
同
盟
会
と
協
力
し

て
、
コ
ー
ナ
ー
展
示
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
館
を
待
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

ど
な
た
で
も

日　

１
月
４
日
㈮
〜
３
月
20
日
㈭

料　

無
料

場　

市
浜
田
郷
土
資
料
館（
黒
川
町
）

問　

市
浜
田
郷
土
資
料
館
（
☎
㉓
６

　

４
５
３
）

初
泳
ぎ　

無
料
一
般
開
放

対
象　

子
ど
も
〜
大
人

日　

１
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

※　

小
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
に

は
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

問　

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

（
☎
㉓
０
２
３
０
）
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迎
春
！
石
見
神
楽

　

新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
石
見
神
楽

「
恵
比
須
」
を
子
供
神
楽
の
皆
さ
ん

が
上
演
し
ま
す
。

日　

１
月
２
日
㈬
、
3
日
㈭

　

午
後
０
時
20
分
〜
（
約
30
分
）

場　

ア
ク
ア
ス
２
階
ア
ト
リ
ウ
ム

日
曜
講
座　
『
凧
を
作
ろ
う
』

　

凧
を
作
っ
て
あ
げ
て
み
よ
う
。

講
師　

ア
ク
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

日　

１
月
６
日
㈰

定　

30
人

料　

無
料

※　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

海
の
生
き
物
教
室
『
ア
ク
ア
ス
発

見
！
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
』

　

ア
ク
ア
ス
の
生
き
物
た
ち
を
観
察

し
な
が
ら
、
ク
イ
ズ
を
解
い
て
い
こ

う
。
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
発
見

が
あ
る
は
ず
。

電
話
番
号
を
明
記
し
て
往
復
は
が

き
で
、
商
工
観
光
課
観
光
係
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

※　

昼
食
は
各
自
で
準
備
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

１
月
23
日
㈬
（
消
印

有
効
）

問　

商
工
観
光
課
（
☎
本
庁
内
線
４

　

３
５
）

石
見
神
楽
楽が

っ

校こ
う

香
典
返
し

そ
の
他
寄
付

　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
清
水
町　

前
本

◎
市
奨
学
基
金
へ　

▽
三
隅
町
岡
見

藤
川
歳
行

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
宇
野
＝
▽
宇

野
町　

大
屋
正
明　

○
殿
町
８
＝
▽

殿
町　

牛
尾
洋
子　

○
久
代
＝
▽
久

代
町　

三
明
章
男　

○
大
津
＝
▽
大

金
町　

盆
子
原
文
麿　

○
上
内
田
＝

▽
内
田
町　

田
中
常
雄　

○
長
沢
１

町
内
自
治
協
議
会
＝
▽
長
沢
町　

岡

本
功　

○
長
沢
１
‐
１
＝
▽
長
沢
町

岡
本
功　

○
佐
野
＝
▽
佐
野
町　

鷹

田

則　

○
周
布
原
井
＝
▽
周
布
町

溝
口
満

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
周
布
＝
▽
周

布
町　

益
田
裕
實　

津
森
一
正　

○

後
野
＝
▽
佐
野
町　

鷹
田

則　

○

門
田
＝
▽
治
和
町　

串
﨑
豊　

○
周

布
１
＝
▽
周
布
町　

益
田
裕
實

◎
美
川
苑
へ　

▽
浅
井
町　

道
明
君

江◎
夕
陽
が
丘
へ　

▽
後
野
町　

長
谷

川
正
道

◎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ
ま
わ
り
へ　

▽

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
木
田
＝
▽
旭

町
木
田　

新
田
光
子　

○
都
川
＝
▽

旭
町
都
川　

山
本
鈴
子　

○
西
村
２

＝
▽
西
村
町　

長
松
伸
次

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
周
布
＝
▽
周

布
町　

三
原
勇　

○
石
見
＝
▽
竹
迫

町　

岡
野
利
朗　

○
美
川
＝
▽
竹
迫

町　

岡
野
利
朗

◎
さ
ざ
ん
か
へ　

▽
金
城
町
波
佐

沖
田
秀
作　

▽
旭
町
重
富　

小
笠
原

ミ
サ
ホ　

▽
弥
栄
町　

三
ヶ
本
ヱ
ツ

コ　

▽
松
原
町　

岡
本
誠
史

◎
市
浜
田
郷
土
資
料
館
へ　

▽
あ
お

い
保
育
園

◎
ア
ゼ
ー
リ
み
ず
す
み
へ　

▽
三
隅

町
河
内　

田
武
秋　

▽
三
隅
町
岡

見　

永
田
千
壽
子

旭
町
重
富　

小
笠
原
ミ
サ
ホ

◎
緑
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

へ　

▽
浅
井
町　

道
明
君
江

◎
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
浜
田
へ　

▽
松
原

町　

岡
本
誠
史

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
へ　

▽
長
浜
町

佐
々
木
義
文

◎
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
浜
田
へ

▽
後
野
町　

長
谷
川
正
道

裁判員制度ミニ・フォーラム

～裁判員制度は平成21年
５月までに始まります～

　映画「裁判員」の上映、裁判官に
よる裁判員制度の解説、質疑・応答
があります。
日　平成20年１月19日㈯
　午後１時30分～４時
場　石央文化ホール
定　50人
料　無料
申込方法　電話で申し込んでくださ
い。
申込締切日　平成20年１月16日㈬
申・問　松江地方裁判所事務局総務
　課「ミニ・フォーラム係」
　【☎０８５２㉓１７０１（内線３１
　５、３１６）】

　

石
見
神
楽
を
よ
り
深
く
理
解
し
て

も
ら
い
、
石
見
神
楽
フ
ァ
ン
を
増
や

す
こ
と
を
目
的
に「
石
見
神
楽
楽
校
」

を
開
催
し
ま
す
。
楽
校
で
は
、
４
回

の
教
室
を
通
じ
て
石
見
神
楽
面
づ
く

り
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。

対
象　

４
回
す
べ
て
の
教
室
に
参
加

で
き
る
人

日　

２
月
３
日
、
２
月
10
日
、
２
月

24
日
、
３
月
２
日
の
毎
日
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　

長
浜
公
民
館
（
研
修
室
・
工
芸

室
）

定　

15
人

料　

３
、０
０
０
円
（
材
料
代
）

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

ア
ク
ア
ス
か
ら

 
（
☎

３
９
０
０
）

日　

１
月
20
日
㈰

定　

50
人

料　

当
日
入
館
さ
れ
て
い
る
人

※　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

平
成
20
年
度　

入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
（
建
設
工
事
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
追
加
審
査
）

　

平
成
19
、
20
年
度
建
設
工
事
な
ど

入
札
参
加
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
事
業
者
で
、
追
加
審
査
を
希
望

す
る
事
業
者
は
資
格
審
査
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
要
領
・
様
式
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て

い
ま
す
。

受
付
期
間　

１
月
４
日
㈮
〜
31
日
㈭

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
。
郵
便

な
ど
に
よ
る
送
付
の
場
合
は
1
月

31
日
消
印
有
効
）

受
付
場
所
・
問　

管
財
課
入
札
管
理

係
（
☎
本
庁
内
線
２
５
１
）

　
『
広
報
は
ま
だ
』
12
月
15
日
号
に

お
い
て
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

Ｐ
15　

第
45
回
浜
田
市
駅
伝
競
走
大

会
出
場
チ
ー
ム

申
込
方
法
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
名

誤　

市
陸
上
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

正　

市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
訂　

正
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　浜田市立石
せき

正
しょう

美術館
浜田市三隅町古市場589（三隅中学校横）
■開館時間　午前９時～午後５時
　（金曜日は午後９時まで開館）
■休館日　毎週月曜日
　（月曜日が祝日の場合は翌日）
■電話…0855－32－4388

のお知らせ
　

女
性
美
の
探
求
は
日
本
画
家
・
石

本
正
（
87
歳
）
が
追
い
求
め
て
き
た

重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
。「
一
作
で

◎「
石
本
正　

女
神
た
ち

に
魅（
ひ
）か
れ
て
」の
お

知
ら
せ

い
い
か
ら
真
の
美
を
描
き
た
い
。
描

き
き
っ
た
と
思
わ
な
い
か
ら
ま
だ
捉

え
て
い
な
い
の
だ
。
透
け
た
肌
に
感

動
す
る
だ
け
で
は
駄
目
な
の
だ
。
そ

れ
を
描
き
き
っ
た
時
、
表
現
し
得
た

時
に
初
め
て
、
美
そ
の
も
の
が
私
の

も
の
に
な
る
。」（
石
本
正
）
そ
う
願

い
な
が
ら
、
今
も
制
作
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
膨
大
な
石

本
正
作
品
を
、「
乙
女
た
ち
に
魅
か

れ
て
」・「
聖
母
た
ち
に
魅
か
れ
て
」・

「
女
神
た
ち
に
魅
か
れ
て
」
の
３
つ

の
観
点
か
ら
迫
り
ま
す
。
珠
玉
の
石

本
作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

期
間　

１
月
２
日
㈬
〜
３
月
16
日
㈰

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※　

た
だ
し
金
曜
日
は
午
後
９
時
ま

で
定
休
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

◎「第７回水澄みの里美術展」作品募集

　石正美術館では、「第７回水澄みの里美術展」の
作品を募集します。「何ものにもとらわれない自由
な精神で創造された作品」であればどなたでも応募

出来ます。（未発
表の作品に限る）
　募集作品の種類
は、油彩・水彩・
日本画・版画・水
墨画・素描など。
また、石本が指名
した日本画家が新
作を出品します。
　詳しく募集内容
を知りたい人は石
正美術館までお問
いあわせください
（☎32４３８８）。

料
金　

一
般
５
０
０
円
（
団
体
４
０

　

０
円
）、
高
大
生
３
０
０
円
（
団

体
２
４
０
円
）、
小
中
生
２
０
０

円
（
団
体
１
６
０
円
）

※　

団
体
は
20
人
以
上
。

《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
》（
鑑
賞
無
料
）

○
な
つ
か
し
の
国　

石
見　

写
真
展

会
期　

１
月
２
日
㈬
〜
１
月
17
日
㈭

○
室
谷
棚
田
写
真
展

会
期　

１
月
19
日
㈯
〜
２
月
１
日
㈮

《
主
な
も
よ
お
し
》

○
正
月
の
遊
び
を
し
よ
う

※　

昔
な
つ
か
し
い
羽
根
突
き
・
コ

マ
回
し
な
ど
で
遊
び
ま
す
。
故
久

保
田
保
一
さ
ん
が
つ
く
っ
た
石
州

和
紙
の
大
凧
も
登
場
し
ま
す
。

　

１
月
５
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

○
み
ん
な
で
刺
し
子
を
楽
し
も
う
★

※　

楽
し
い
刺
し
子
教
室
。
初
め
て

の
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　

１
月
12
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

○
古
森
ト
シ
子　

布
草
履
を
つ
く
ろ

う
★

※　

室
谷
の
古
森
さ
ん
が
古
布
を

使
っ
て
ぞ
う
り
づ
く
り
を
指
導
し

ま
す
。

　

１
月
19
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

○
み
ず
ほ
カ
ル
テ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

※　

浜
田
で
活
動
す
る
音
楽
仲
間
の

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

１
月
26
日
㈯　

午
後
２
時
〜
３
時

★
印
は
材
料
費
が
必
要

石本正「湖畔」2004年

招待作品
中原麻貴「夜空」2004年




